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拓く、未来
身体と心が

 スポーツと開発特集



　

毎
週
金
曜
日
に
開
催
し
て
い
る

日
本
語
ク
ラ
ブ
で
の
様
子
。
ふ
だ

ん
は
中
等
学
校
で
数
学
を
教
え
て

い
ま
す
。
座
学
が
基
本
の
彼
ら
に

足
り
な
い
も
の
は
、
知
識
で
は
な

く
体
験
。
日
本
の
学
校
の
よ
う
に

体
育
祭
や
文
化
祭
な
ど
、
勉
強
以

外
の
イ
ベ
ン
ト
が
タ
ン
ザ
ニ
ア
の

教
育
で
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

日
本
か
ら
来
た
私
に
で
き
る
こ
と

は
、
彼
ら
を
日
常
と
は
違
う
光
景

の
中
に
連
れ
出
す
こ
と
。
浴
衣
を

着
て
み
る
、
お
絵
か
き
を
し
て
み

る
―
―
私
た
ち
の
当
た
り
前
は
彼

ら
に
と
っ
て
目
新
し
く
、
刺
激
的

で
す
。
彼
ら
の
好
奇
心
む
き
出
し

の
表
情
を
見
て
、
私
の
方
が
ぞ
く

ぞ
く
し
ま
す
。

　

日
々
の
生
活
を
潤
す
世
界
共
通

の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
好
奇
心
」。

日
本
、
も
し
く
は
外
国
に
対
す
る

好
奇
心
を
現
地
の
人
々
に
芽
生
え

さ
せ
た
い
。
そ
の
一
歩
と
し
て
、

滞
在
中
に
な
ん
と
か
ジ
ャ
パ
ン
・

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
す
る
つ

も
り
で
す
。
彼
ら
と
の
か
か
わ
り

の
中
で
、
私
自
身
が
誰
に
も
負
け

な
い
好
奇
心
を
持
っ
て
、
世
界
の

ど
こ
に
い
て
も「
や
り
た
い
こ
と
」

が
で
き
る
人
間
に
な
り
ま
す
。

my
photo

from
Tanzania

教
室
か
ら
、

非
日
常
へ
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タンザニア
連合共和国

２
０
１
８
年
１
月
よ
り

青
年
海
外
協
力
隊
と
し
て

タ
ン
ザ
ニ
ア
の
モ
ロ
ゴ
ロ
州
へ
派
遣
。

教
育
の
現
場
を
通
し
て
、

子
ど
も
た
ち
の
好
奇
心
を
育
て
る

毎
日
を
送
る
。
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拓く、未来
身体と心が

 スポーツと開発特集

スポーツは国や民族・部族、文化が異なっていても、
ともに参加し、ともに楽しめるボーダーレスなものである。

誰もが受け入れやすいソフトタッチなアプローチでありながら、
心身の形成を促す教育的機能を有し、強い絆を生むものとして、

近年、国際協力において大きな期待を集めている。
特別寄稿⃝齊藤一彦　広島大学大学院教育学研究科教授

　

世
界
に
は
紛
争
、
犯
罪
、
貧
困
、
人

権
侵
害
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
H
I
V
/

A
I
D
S
、
障
害
者
の
社
会
包
摂
な
ど

地
球
規
模
で
解
決
す
べ
き
課
題
が
存
在

す
る
。
と
く
に
開
発
途
上
国
と
分
類
さ

れ
る
国
々
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
は
深
刻

な
問
題
と
な
っ
て
い
る
場
合
が
少
な
く

な
い
。
こ
う
し
た
課
題
を
解
決
す
る
た

め
に
、
多
岐
に
わ
た
る
国
際
開
発
ア
プ

ロ
ー
チ
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
て
こ
の
中
で
、「
ス
ポ
ー
ツ
」
は

ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
、
何
を
解

決
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
そ
の
た
め
に
、

日
本
は
何
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

だ
ろ
う
か
。
2
0
2
0
年
の
東
京
五
輪

大
会
開
催
決
定
を
契
機
に
、
こ
の
議
論

が
突
如
、
盛
ん
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　

東
京
五
輪
開
催
決
定
以
前
、
日
本
に

お
い
て
、
ス
ポ
ー
ツ
と
国
際
開
発
の
関

係
に
つ
い
て
十
分
な
検
討
が
さ
れ
て
き

た
と
は
言
い
難
い
。
国
際
開
発
事
業
の

中
で
も
ス
ポ
ー
ツ
は
優
先
度
の
高
い
分

野
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、「
遊

び
」「
楽
し
む
も
の
」
と
い
う
認
識
を

持
つ
人
が
多
い
ス
ポ
ー
ツ
が
、
政
治
的
、

社
会
的
に
切
迫
し
た
状
況
に
置
か
れ
て

い
る
国
や
地
域
に
対
し
て
、
真
剣
に
取

り
組
む
べ
き
解
決
策
で
は
な
い
と
考
え

ら
れ
て
い
た
こ
と
も
一
因
か
も
し
れ
な

い
。本
稿
で
は
、開
発
に
お
け
る
ス
ポ
ー

ツ
の
役
割
や
そ
の
可
能
性
に
つ
い
て
概

説
し
て
み
た
い
。

国
際
開
発
に
お
け
る

ス
ポ
ー
ツ

　

国
際
開
発
の
趨す
う

勢せ
い

も
、か
つ
て
の「
経

済
開
発
」
重
視
か
ら
「
人
間
開
発
」
へ

と
シ
フ
ト
し
、「
人
間
中
心
」
の
社
会

開
発
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か

ら
久
し
い
。
こ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
中
で
、

「
ス
ポ
ー
ツ
」
が
果
た
す
意
義
と
役
割

は
多
方
向
か
ら
回
答
で
き
る
が
、
こ
こ

で
は
以
下
2
点
の
提
示
に
と
ど
め
た
い
。

　

ま
ず
一
つ
目
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
が
有

す
る
教
育
的
機
能
で
あ
る
。
青
少
年
の

体
の
発
達
や
国
民
の
体
力
の
向
上
と
い

う
身
体
面
で
の
効
果
に
加
え
、
積
極
性
、

責
任
感
、
忍
耐
力
、
達
成
意
欲
、
向
上

心
、
克
己
心
な
ど
の
人
間
の
内
面
の
刺

激
に
ス
ポ
ー
ツ
が
効
果
的
で
あ
る
こ
と

は
も
は
や
言
う
ま
で
も
な
い
。

　

二
つ
目
に
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
よ
っ

宣
伝
し
た
。
こ
れ
が
東
京
五
輪
実
現
へ

の
原
動
力
に
も
な
り
得
て
い
る
。

　

日
本
の
こ
れ
ま
で
の
「
ス
ポ
ー
ツ
と

開
発
」
は
、
国
際
開
発
に
お
け
る
戦
略

的
事
業
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た

わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
現

地
か
ら
の
要
望
に
基
づ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ベ
ー
ス
で
の
人
材
派
遣
か
ら
始
ま
っ

た
協
力
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
自
ら
が

ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
み
を
積
極
的
に
広

め
た
い
と
い
う
姿
勢
へ
と
変
化
し
て

い
っ
た
。
こ
の
流
れ
は
「
T

 

O

 

K

 

Y

 
O
 

2
0
2
0
」
を
契
機
に
加
速
す
る
こ
と

と
な
る
。
安
倍
首
相
は
先
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
「
20
年
ま
で
に

1
0
0
か
国
1
0
0
0
万
人
の
人
々
へ

ス
ポ
ー
ツ
の
喜
び
を
届
け
る
」
こ
と
を

国
際
的
に
約
束
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ

が
、
日
本
と
し
て
の
戦
略
的
ス
ポ
ー
ツ

国
際
貢
献
事
業
「
S
P
O
R
T 

F
O
R 

T
O
M
O
R
R
O
W
（
S
F
T
）」
の

開
始
と
な
っ
た
。
現
在
、
S
F
T
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
は
官
民
あ
わ
せ
た
あ
ら
ゆ

る
関
連
団
体
が
連
携
し
て
お
り
、
オ
ー

ル
ジ
ャ
パ
ン
体
制
で
取
り
組
ま
れ
て
い

る
。
こ
の
S
F
T
を
通
し
て「
ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
た
開
発
」
の
重
要
性
が
広
く

浸
透
す
る
こ
と
こ
そ
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

レ
ガ
シ
ー
と
し
て
の
「
社
会
資
産
」
と

な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
T
O
K
Y
O 

2
0
2
0
」
を
機
に
ス

ポ
ー
ツ
が
秘
め
る
豊
か
な
可
能
性
に
つ

い
て
さ
ら
な
る
議
論
が
進
み
、
新
た
な

創
造
や
展
開
が
大
き
く
進
む
こ
と
に
期

待
し
た
い
。

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。開
発
の「
ツ
ー

ル
」
と
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ
と
い
う
考
え

方
が
、
今
、
市
民
権
を
得
よ
う
と
し
て

い
る
。

日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
と
開
発

お
よ
び
今
後
の
展
望

　

日
本
で
は
J
I
C
A
の
青
年
海
外

協
力
隊
事
業
な
ど
、
1
9
6
0
年
代

か
ら
草
の
根
レ
ベ
ル
の
ス
ポ
ー
ツ
の
国

際
貢
献
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
存
在
感
は
け
っ
し
て
小
さ
く
な
い
。

国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
で
の
東
京

五
輪
招
致
の
た
め
の
安
倍
首
相
の
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
も
、

「
３
０
０
０
人
に
も
お
よ
ぶ
日
本
の
若

者
が
ス
ポ
ー
ツ
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

と
し
て
働
き
ま
す
。
赴
任
し
た
先
の
国

は
80
を
超
え
る
数
に
上
り
ま
す
。
働
き

を
通
じ
、
1
0
0
万
を
超
す
人
々
の

心
の
琴
線
に
触
れ
た
の
で
す
」
と
青
年

海
外
協
力
隊
事
業
の
実
績
を
全
世
界
に

て
形
成
さ
れ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機

能
の
向
上
と
い
っ
た
効
果
が
あ
げ
ら
れ

る
。
ス
ポ
ー
ツ
活
動
が
普
及
・
充
実
し
、

大
会
・
競
技
会
を
運
営
し
よ
う
と
す
れ

ば
、
地
域
の
行
政
・
組
織
機
能
の
強
化

が
求
め
ら
れ
、人
々
の
「
自
発
性
」「
活

力
」
を
刺
激
し
促
す
こ
と
に
つ
な
が
る
。

こ
れ
ら
の
点
か
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
は
国
際

開
発
に
お
い
て
重
視
さ
れ
て
い
る
「
人

間
開
発
・
社
会
開
発
」
に
資
す
る
も
の

で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
開
発

　

か
つ
て
は
「
競
技
の
普
及
、
体
力
や

健
康
の
増
進
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
」

の
領
域
内
で
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と
が
多

か
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
が
、
00
年
代

に
入
り
そ
の
様
相
は
急
激
な
変
化
を
み

せ
る
。「
開
発
と
平
和
の
た
め
の
ス
ポ
ー

ツ
（Sport for D

evelopm
ent and 

Peace:

S
D
P
）」
と
い
う
用
語
が
広

く
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
国
連
に
お

い
て
も
「
教
育
、
健
康
、
開
発
、
平
和

を
創
造
す
る
手
段
と
し
て
の
ス
ポ
ー

ツ
」
が
決
議
さ
れ
る
に
至
る
。
そ
れ
に

応
じ
て
、
国
際
機
関
や
各
国
政
府
・
ス

ポ
ー
ツ
関
連
機
関
に
お
い
て
「
ス
ポ
ー

ツ
と
開
発
」
に
対
す
る
取
り
組
み
の
勢

い
が
急
速
に
高
ま
っ
た
。

　

さ
ら
に
は
、
こ
の
流
れ
に
伴
い
、
国

際
開
発
の
中
で
一
見
ス
ポ
ー
ツ
と
関
係

が
薄
い
よ
う
に
み
え
る
社
会
課
題
、
た

と
え
ば
冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
な
地
球
規

模
の
課
題
に
対
し
、
ス
ポ
ー
ツ
の
も
つ

力
を
活
用
し
よ
う
と
い
う
発
想
が
議
論
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◦ 協力実施国 24カ国
◦ 運動会  12カ国
◦  JICAボランティア派遣人数

　754人
◦ 技術協力事業、その他
　南スーダン「スポーツを通じた平和促進」
（全国スポーツ大会で平和を促進 ： p.8へ）、

　タンザニア「レディーズ ファースト」（女子
陸上競技会でジェンダー平等を！ ： p.14へ）、など。

アフリカ地域

スポーツを通じた国際協力について
教えてくれた人（p.4～5）

「スポーツと開発」
キーワード

／知識を深めよう！／
東京オリンピック・パラリンピックが開催される2020年
までに、開発途上国をはじめとした100カ国1,000万
人以上を対象に推進されるスポーツ国際貢献事業。 
日本政府が推進するムーブメント

（スポーツ・フォー・トゥモロー・コンソーシアム事務局）

SPORT FOR TOMORROW
（SFT） スポーツは、才能や機会に恵まれた一部の人のため

のものではなく、性別、年齢、貧富の差などを超えて
すべての人々が享受すべき権利を持つという概念。
さまざまなスポーツ政策の指針となっており、JICAで
もスポーツを通じた国際協力の指針として、途上国
の人々がより良い生活を目指せるよう実践している。

（欧州スポーツ評議会、UNESCO 体育・スポーツ国際憲章）

Sports for All
（スポーツ・フォー・オール）

1993年、青年海外協力隊員としてシリアに赴任
（職種：陸上競技）。帰国後、大学院に進学し、
開発途上国の体育事情や体育・スポーツ分野を
通じた国際協力のあり方に関する
研究に着手する。現在、広島大
学で教鞭をとるかたわら、スポーツ
庁やJICA等の体育・スポーツの
国際貢献プロジェクトにも関わっ
ている。おもな著書『スポーツ
と国際協力─スポーツに
秘められた豊かな可能
性─』（大修館書店、
2015年）など。

世
界
に
広
が
る
ス
ポ
ー
ツ
の
取
り
組
み

スポーツを通じたJICAの国際協力は数多くの開発途上国で行われている。
その内容は、スポーツそのものの普及振興活動をはじめ、体育科教育改善、

障害者・社会的弱者の社会参加の拡大、国や地域の平和促進など多岐にわたっている。

体育
 33%

野球
13%柔道

11%
バレーボール 7%

水泳 5%

体操競技
4%

卓球 4%

その他
23%

スポーツ分野別の派遣実績

開発途上国の国づくりに貢献する人材をJICAが派遣。
青年海外協力隊、シニア海外ボランティア、日系社会青年ボランティア、日系社会
シニア・ボランティア、短期派遣など。

JICAは1965年の青年海外協力隊派遣開始当初から、スポーツによる国際協力を
スタートさせていて、派遣人数は4,000人を超えている。

1965年からの累計4,178人

　2018年2月23日、セネガル・ティエス市の公立小学校で「UNDOKAI」（運動会）が開催されました
（写真p.4 ～5）。青空の下、児童たちが作った横断幕や絵が万国旗のように校庭を彩るなか、児
童834人を含む1,000人以上の笑顔と歓声が満ちた1日になりました。観戦する子どもたちは目の前
でくり広げられる種目に目を輝かせ、自分たちの種目が終われば勝ち負け関係なく満面の笑みをたた
えて駆け寄ってきます。「この瞳の先に何を見て、何を感じとってくれたのかな」。この瞬間を先生とと
もに作り上げ、分かち合えたときの感動は言葉では語り尽くせません。この「UNDOKAI」は体育も図
工も音楽もほとんど授業としては実施されていないセネガルで、先生にも子どもにもそういった教科を
学ぶ価値、楽しさ、協力して何かを成し遂げることの大切さを学んでもらうために実施したものです。
セネガルの将来を担う子どもたちの可能性を信じて、先生や後輩隊員とともに挑戦を続けます。

青年海外協力隊（セネガル・ティエス市）小学校教育  山本浩太郎さん

（2018年3月調べ）

JICAボランティア

協力実施国 JICAがスポーツ（ゲームや遊び、レクリエーションなどの要素も含む）を通じた協力を行っ
ている各地域の国の数。
運動会 JICAボランティア（対象職種は体育のほか小学校教育、青少年活動など）の協力によ

る運動会の開催国数（調査期間2014年1月～2017年4月）
派遣人数 1965年に開始されたJICAボランティアの派遣累計人数（～2018年3月）
技術協力事業 草の根技術協力、技術協力プロジェクト、研修員の受け入れ、専門家派遣などを行う。

さまざまな事業を展開中！
スポーツを通じた協力実施国は91カ国に。

◦ 協力実施国 21カ国
◦ 運動会  9カ国
◦  JICAボランティア
　派遣人数

　1,294人

◦ 技術協力事業
　ラオス「障害者スポーツ普及促
進プロジェクト」（障害者支援の最
前線を紹介 ： p.20へ）、カンボジア「小学
校体育科指導書作成支援プ
ロジェクト」（ハート・オブ・ゴールドの想
い ： p.40へ）、など。

アジア地域

◦ 協力実施国 7カ国
◦  JICAボランティア派遣人数 145人
◦ 技術協力事業
　ボスニア・ヘルツェゴビナ「スポーツ教育を通じた
信頼醸成プロジェクト」（カリキュラム作成と組織
強化を支援 ： p.12へ）、など。

欧州地域

◦ 協力実施国 23カ国
◦ 運動会  7カ国
◦  JICAボランティア派遣人数

　1,325人

中南米地域

◦ 協力実施国 10カ国
◦ 運動会  2カ国
◦  JICAボランティア派遣人数 235人
◦ 技術協力事業
　ミクロネシア「減量・肥満予防プ
ログラム」（肥満の増加という保健
課題の解決に協力）、など。

大洋州地域

広島大学大学院教育学研究科 
健康スポーツ科学講座 教授

 齊藤一彦さん

◦ 協力実施国 6カ国
◦ 運動会  1カ国
◦  JICAボランティア
　派遣人数

　425人

中東地域

JICAによる「スポーツと開発」への支援は、ボランティア事業、技術協力事業や研修員の受け入れな
どさまざまなアプローチで実施されている。小・中学校で使用する教材や教員の指導書の開発、教員
をはじめとする人材育成、スポーツを通じた平和促進、研修員の受け入れ（研修参加者の今を紹介：
p.16 ～17へ）など、スポーツを通じた取り組みは世界中で行われている。

スポーツと開発特集

Fromセネガル

／日本発信！／

／欧州発信の概念！／

*Sportanddev.org(スポーツと開発に関するパートナーシップを促進するための国際プラットフォーム）に登録された推定累計数

　世界ではスポーツを通じた開発を行うNGOも増えてきている。設立団体数は、1990年
代後半以降は毎年10 ～20ずつ増えていき、2008年、09年には50前後の団体が設立
された。この時期は国連が「開発と平和のためのスポーツ」を提唱し「教育、健康、開発、
平和を創造する手段としてのスポーツ」決議をしたときと重なっている。現在の登録団体
数は500を超えている。Sports for Allは今やまさに、政府・民間での潮流となっているのだ。

息吹から、世界の潮流へ！

情報提供：鈴木直文（一橋大学大学院社会学研究科）
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異なる地域の若者たちが、
国民結束の日に
スポーツで交流！

 「南スーダン事務所所長として、第1回NUDの開催
時に準備段階から携わりました。1955年から今に至
るスーダンの内戦や、南スーダン独立後の紛争の
歴史を乗り越え、国民が一つになることを目的に開
催されたNUD。スポーツ省の行政官の努力や、平和
な場でスポーツを楽しもうと全国から集まった若者た
ちが交流を深める様子、そして、JICA関係者が一丸
となってそれに貢献できたことに感動しました」

JICA 安全管理部部長
古川光明さん

第3回NUDのサッカー競技に使用する
グラウンドを整備する国連PKOバング
ラデシュ部隊。第1回は日本の自衛隊
と企業が整備を支援した

第3回NUDに全国12地域から参加した南スーダンの選手たち。
地域ごとに分けられた異なる色のユニフォームを着て、各地域の旗を振る

独立後も紛争が続く南スーダンで、2016年から年に1回、
「国民結束の日（National Unity Day）」（全国スポーツ大会）が開催されている。
参加した選手や観客はみな、平和実現への願いを胸に膨らませている。
文⃝松井健太郎

南スーダン「スポーツを通じた平和促進」

独
立
後
の
南
ス
ー
ダ
ン
の

紛
争
の
背
景
に
あ
る
も
の

　

2
0
1
1
年
7
月
、
半
世
紀
以
上

に
わ
た
っ
て
紛
争
が
く
り
返
さ
れ
て
き

た
ス
ー
ダ
ン
か
ら
独
立
し
た
南
ス
ー
ダ

ン
。
念
願
の
独
立
を
果
た
し
た
も
の
の
、

2
年
後
の
13
年
に
、
デ
ィ
ン
カ
族
出
身

の
サ
ル
バ
・
キ
ー
ル
大
統
領
と
ヌ
エ
ル

族
出
身
の
リ
ア
ク
・
マ
シ
ャ
ー
ル
元
副

大
統
領
の
対
立
を
背
景
に
紛
争
が
勃
発
。

15
年
4
月
に
「
衝
突
解
決
合
意
」
が
締

結
さ
れ
、
暫
定
政
府
が
設
立
さ
れ
て
以

降
も
、
国
内
各
地
で
政
府
軍
と
反
政
府

軍
間
の
武
力
衝
突
が
起
こ
り
、
南
ス
ー

ダ
ン
の
平
和
へ
の
道
の
り
は
ま
た
も
や

遠
い
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

「
紛
争
が
く
り
返
さ
れ
る
要
因
の
一
つ

に
、
デ
ィ
ン
カ
族
や
ヌ
エ
ル
族
と
い
う

主
要
な
民
族
が
遊
牧
民
で
あ
る
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
」
と
話
す
の
は
、
16
年

9
月
ま
で
J
I
C
A
南
ス
ー
ダ
ン
事

務
所
長
を
務
め
た
古
川
光
明
さ
ん
だ
。

「
紛
争
下
、
人
の
移
動
と
交
流
は
制
限

さ
れ
、
他
地
域
の
情
報
に
ふ
れ
る
機
会

が
少
な
く
な
る
な
か
、
民
族
間
の
不
信

感
や
憎
悪
が
増
長
し
て
き
ま
し
た
。
遊

牧
民
に
と
っ
て
重
要
な
資
産
は
牛
で
、

結
婚
の
と
き
は
花
嫁
の
家
に
牛
が
贈
ら

れ
る
く
ら
い
牛
は
大
切
な
も
の
で
す
。

も
と
も
と
現
地
社
会
に
は
他
民
族
か
ら

牛
を
強
奪
す
る
文
化
が
あ
り
ま
す
が
、

内
戦
や
紛
争
を
長
く
繰
り
返
す
な
か
で

銃
が
普
及
し
民
族
間
の
犠
牲
者
も
拡
大

し
ま
し
た
。
銃
を
持
っ
た
若
者
た
ち
は

安
い
報
酬
で
政
府
軍
や
反
政
府
軍
に
雇

下
、
N
U
D
）
の
開
催
に
向
け
て
協
力

を
開
始
し
た
。
開
催
テ
ー
マ
は
、「
平

和
と
結
束
」。
ス
ポ
ー
ツ
で
平
和
が
訪

れ
る
の
か
と
懐
疑
的
に
見
る
人
も
少
な

く
な
か
っ
た
が
、「
出
場
選
手
は
、
ま

さ
に
好
戦
的
な
遊
牧
民
の
若
者
た
ち
。

生
ま
れ
た
と
き
か
ら
紛
争
の
社
会
で

育
っ
た
10
代
後
半
の
彼
ら
が
選
手
と
し

て
活
躍
す
る
こ
と
で
、
争
い
を
止
め
、

国
づ
く
り
の
基
本
と
な
る
平
和
に
向
け

て
結
束
す
る
こ
と
を
ス
ポ
ー
ツ
省
は
期

待
し
た
の
で
す
」
と
古
川
さ
ん
は
ふ
り

返
る
。

共
同
の
宿
泊
所
で
生
ま
れ
た
、

異
な
る
部
族
の
選
手
間
交
流

　

南
ス
ー
ダ
ン
は
慢
性
的
な
紛
争
状
態

に
あ
り
、
財
政
上
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に

投
じ
る
こ
と
の
で
き
る
予
算
は
乏
し
い
。

全
国
規
模
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
企
画
・

運
営
し
た
経
験
を
持
つ
者
も
な
く
、
イ

ン
フ
ラ
も
整
っ
て
い
な
か
っ
た
。

「
公
務
員
の
給
与
が
支
払
わ
れ
な
い
こ

と
も
め
ず
ら
し
く
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、

N
U
D
の
準
備
会
合
を
首
都
・
ジ
ュ

バ
市
で
開
く
た
め
に
各
地
域
に
呼
び
か

け
て
も
、
担
当
職
員
ら
に
ボ
イ
コ
ッ
ト

さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
」

　

そ
ん
な
困
難
を
乗
り
越
え
な
が
ら
準

備
会
合
は
開
か
れ
、
競
技
種
目
や
選
手

の
対
象
年
齢
な
ど
大
会
の
ル
ー
ル
が
つ

く
ら
れ
て
い
っ
た
。
企
画
を
進
め
る
プ

ロ
セ
ス
を
通
じ
て
、「
自
分
た
ち
が
開
催

す
る
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
と
い
う
当
事
者

意
識
が
ス
ポ
ー
ツ
省
の
職
員
や
大
会
関

係
者
に
高
ま
り
、
侃か

ん

々か
ん

諤が
く

々が
く

の
議
論
を

経
て
大
会
の
骨
子
が
定
ま
っ
て
い
っ
た
。

　

そ
し
て
16
年
1
月
、
全
国
9
地
域
か

ら
約
3
5
0
人
の
選
手
が
参
加
し
、

初
め
て
の
N
U
D
が
首
都
の
ジ
ュ
バ

市
で
開
催
さ
れ
た
。
国
立
競
技
場
で
行

わ
れ
た
開
会
式
を
、
古
川
さ
ん
は
感
慨

深
げ
に
思
い
返
す
。

「
南
ス
ー
ダ
ン
の
国
旗
を
手
に
し
た
選

手
た
ち
が
入
場
し
た
際
に
は
、
感
動
の

あ
ま
り
涙
す
る
閣
僚
も
い
ま
し
た
。

N
U
D
は
南
ス
ー
ダ
ン
に
と
っ
て
悲

願
だ
っ
た
の
で
す
」

　

当
時
、
現
地
に
派
遣
さ
れ
て
い
た
自

わ
れ
て
紛
争
の
最
前
線
に
送
り
込
ま
れ
、

他
民
族
を
攻
撃
す
る
と
い
う
現
状
が
紛

争
を
複
雑
化
さ
せ
て
い
る
の
で
す
」

　

国
内
の
治
安
が
大
き
く
悪
化
し
た
13

年
以
降
、
南
ス
ー
ダ
ン
で
は
約

2
0
0
万
人
が
難
民
と
し
て
国
外
に

逃
れ
て
い
る
。
す
べ
て
の
民
族
が
南

ス
ー
ダ
ン
国
民
と
し
て
結
束
す
る
こ
と

が
大
き
な
課
題
と
な
る
な
か
、
南
ス
ー

第1回大会
2016年

1月16日～1月23日

サッカー（男子）

約350人

8チーム

全国9地域
（全12域中）

陸上競技（男子・女子）
◦公式 ： 100m、200m、400m、
　800m、1500m、400mリレー
◦非公式 ： 砲丸投、円盤投、やり投、
　女子3000m、男子5000m

9チーム

種目 参加人数 参加チーム 参加チーム

第2回大会
2017年

1月28日～2月5日

サッカー（男子） 250人 12チーム

全国12地域の
中核都市陸上競技（男子・女子）

◦公式 ： 100m、200m、400m、800m、
　1500m、400mリレー、1600mリレー、
　砲丸投、円盤投、やり投、幅跳

240人 12チーム

第3回大会
2018年

1月27日～2月4日

サッカー（男子）

310人

8チーム

全国12地域の
全域

陸上競技（男子・女子）
◦公式 ： 100m、200m、400m、800m、1500m、
　男子3000m、400mリレー、1600mリレー

8チーム

バレーボール（女子） 5チーム

国民結束の日（NUD）

ス
ポ
ー
ツ
で

南
ス
ー
ダ
ン
に

平
和
を
！

ダ
ン
文
化
・
青
年
・
ス
ポ
ー
ツ
省

（
以
下
、
ス
ポ
ー
ツ
省
）
は
、
出

身
地
域
や
民
族
の
異
な
る
若
者
の

交
流
を
促
す
こ
と
を
目
的
に
し
た

全
国
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
開
催
す
る

ア
イ
デ
ア
を
J
I
C
A
に
相
談
。

J
I
C
A
は
、「
ス
ポ
ー
ツ
を
通

じ
た
平
和
促
進
」
活
動
の
一
環
と

し

て
、「
国
民
結
束
の

日

（N
ational U

nity D
ay

）」（
以

スポーツと開発特集
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南スーダン
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epublic of South Sudan

1

2011年、アフリカで54番目となる独立を
果たしたものの、13年に政府与党内の
派閥抗争の激化により、国内各地で暴
力行為が深刻化。現在、JICAは隣国のウ
ガンダに業務拠点を移し、現地に残る南
スーダン人の事務所スタッフらと連絡を取
り合いながら協力事業を継続している。

首都 ：ジュバ
通貨 ： 南スーダン・ポンド（SSP）
人口 ：1,223万人（2016年）

公用語 ：英語（公用語）、アラビア語、
その他部族語多数

南スーダン共和国
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第3回NUDの終了後、3月にウガンダでふり返りの協議を行っ
た。NUDは、南スーダンのスポーツ省次官、局長、プロジェクト
チームをはじめ、JICA専門家として開催に協力したJIN（埼玉県）
の大野康雄さん（後列左から2人目）、内田順子さん（手前中
央）、石川渚さん（後列左）、JICA南スーダン事務所の服部麻里
子さん（前列左）ら多くの人の尽力によって開催された。良いチー
ムワークがあったからこそ、大会を成功に導くことができた。

様
の
方
法
で
開
催
さ
れ
、
3
1
0
人

の
選
手
が
参
加
。
各
地
域
の
選
手
が

ジ
ュ
バ
市
に
安
全
に
来
ら
れ
る
よ
う
、

移
動
に
は
飛
行
機
が
用
い
ら
れ
た
。
渡

航
費
が
払
え
ず
に
参
加
を
あ
き
ら
め
か

け
て
い
た
選
手
も
い
た
が
、
ス
イ
ス
政

府
が
陸
上
競
技
と
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

選
手
の
航
空
運
賃
を
負
担
。
ま
た
、
第

2
回
大
会
で
優
勝
し
た
レ
イ
ク
地
域
の

サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
は
、
J
I
C
A
職
員

が
ラ
ジ
オ
放
送
で
そ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
発

信
し
た
こ
と
で
市
民
か
ら
寄
付
が
よ
せ

ら
れ
て
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、

共
感
と
支
援
の
輪
は
一
般
市
民
に
も
広

が
っ
た
。

　

第
3
回
大
会
の
終
了
後
、「
N
U
D

を
通
じ
て
他
地
域
の
選
手
と
友
達
に

な
っ
た
か
？
」
と
参
加
選
手
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
と
る
と
、9
割
以
上
が「
な
っ

た
」と
回
答
。聞
き
取
り
調
査
で
も
、「
部

族
や
出
身
地
に
関
係
な
く
た
が
い
を
尊

敬
し
合
う
と
き
、
平
和
、
結
束
、
そ
し

て
愛
情
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
気
づ
い

た
」、「
ほ
か
の
地
域
の
選
手
と
携
帯
番

号
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の
ア
ド
レ
ス
を

交
換
し
た
」
と
い
う
声
が
聞
か
れ
た
。

　

反
政
府
軍
の
拠
点
が
あ
る
ユ
ニ
テ
ィ

地
域
の
ベ
ン
テ
ィ
ウ
市
の
サ
ッ
カ
ー

チ
ー
ム
に
は
、
安
全
と
経
済
的
理
由
か

ら
ジ
ュ
バ
市
の
国
連
保
護
下
に
あ
る
避

難
民
居
住
区
（
P
O
C
）
に
暮
ら
す
選

手
も
参
加
し
て
い
た
。
避
難
民
と
し
て

ピ
ッ
チ
に
立
ち
、
観
客
か
ら
大
き
な
声

援
を
受
け
た
。
試
合
で
も
活
躍
し
た
そ

の
選
手
は
、
大
会
を
機
に
ジ
ュ
バ
市
の

ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
か
ら
ス
カ
ウ
ト
さ
れ
、

現
在
は
P
O
C
を
出
て
ジ
ュ
バ
市
内
の

親
戚
の
家
で
暮
ら
し
て
い
る
と
い
う
報

告
も
あ
る
。
社
会
と
の
つ
な
が
り
を
取

り
戻
せ
た
の
だ
。

　

継
続
し
て
行
わ
れ
て
き
た
Ｎ
Ｕ
Ｄ
の

大
き
な
成
果
と
し
て
、「
17
年
12
月
に
、

I
G
A
D
（
東
ア
フ
リ
カ
地
域
7
カ
国

が
加
盟
す
る
政
府
間
開
発
機
構
）
に
よ

る
調
停
の
下
で『
敵
対
行
為
停
止
合
意
』

が
締
結
さ
れ
、
現
在
は
和
平
プ
ロ
セ
ス

の
再
活
性
化
に
向
け
た
対
話
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
政
治
的
状
況
と

並
行
し
て
、
国
づ
く
り
の
主
役
と
な
る

若
者
が
参
加
す
る
N
U
D
は
、
平
和

を
伝
え
る
た
め
の
意
義
深
く
挑
戦
的
な

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
現
地
の
若
者
た

ち
が
将
来
、『
N
U
D
に
参
加
し
た
か

ら
今
の
自
分
が
あ
る
』
と
言
っ
て
く
れ

る
よ
う
な
未
来
を
築
き
た
い
で
す
」
と

山
中
さ
ん
は
語
る
。

　

対
立
す
る
部
族
で
も
わ
か
り
合
う
こ

と
が
で
き
る
と
感
じ
取
っ
た
若
者
た
ち

の
経
験
や
思
い
は
、
南
ス
ー
ダ
ン
に
平

和
が
訪
れ
た
と
き
、「
二
度
と
紛
争
は

く
り
返
し
た
く
な
い
」
と
い
う
強
い
抑

止
力
に
な
り
う
る
は
ず
だ
。
サ
ッ
カ
ー

の
決
勝
戦
を
応
援
し
て
い
た
あ
る
観
客

は
、「
優
勝
カ
ッ
プ
は
勝
利
チ
ー
ム
の

も
の
で
は
な
い
。
平
和
を
求
め
る
南

ス
ー
ダ
ン
人
全
員
の
も
の
だ
」
と
語
っ

た
。
19
年
の
第
4
回
N
U
D
の
開
催

に
向
け
て
、
よ
り
大
き
な
共
感
や
協
力

が
得
ら
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
や
ま
な
い
。

衛
隊
と
、
橋
や
給
水
施
設
の
建
設
を

行
っ
て
い
た
建
設
技
研
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル（
東
京
都
）、大
日
本
土
木（
岐

阜
県
）
が
整
備
し
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
、

異
な
る
民
族
の
選
手
た
ち
に
よ
る
白
熱

し
た
サ
ッ
カ
ー
競
技
が
く
り
広
げ
ら
れ

た
。
く
し
く
も
決
勝
の
対
戦
は
、
デ
ィ

ン
カ
族
中
心
の
ワ
ウ
市
と
ヌ
エ
ル
族
中

心
の
ベ
ン
テ
ィ
ウ
市
の
チ
ー
ム
。
諍
い

が
心
配
さ
れ
た
が
、
選
手
も
観
客
も

フ
ェ
ア
プ
レ
ー
を
貫
き
、
ベ
ン
テ
ィ
ウ

市
の
チ
ー
ム
が
勝
利
し
た
。
負
け
て
グ

ラ
ウ
ン
ド
に
泣
き
崩
れ
る
相
手
選
手
の

肩
を
抱
き
、
た
が
い
に
健
闘
を
称
え
合

う
姿
に
観
客
か
ら
も
惜
し
み
な
い
歓
声

が
送
ら
れ
た
。

　

大
会
期
間
中
、
選
手
間
の
争
い
も
な

く
、
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
シ
ッ
プ
が
貫
か
れ

た
の
は
な
ぜ
か
と
尋
ね
る
と
、「
1
週

間
ほ
ど
同
じ
宿
舎
に
寝
泊
ま
り
し
た
か

ら
で
は
」
と
、
古
川
さ
ん
は
一
つ
の
答

え
を
示
す
。

「
J
I
C
A
が
か
つ
て
建
設
を
支
援

し
た
教
員
学
校
の
宿
舎
を
選
手
の
共
同

宿
泊
所
と
し
て
活
用
し
、
異
な
る
地
域

の
選
手
が
入
り
交
じ
る
形
で
部
屋
割
り

を
設
定
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、

『
ジ
ュ
バ
に
行
け
ば
殺
さ
れ
る
』
と
も

言
わ
れ
て
い
た
当
時
の
物
騒
な
状
況
の

な
か
、
勇
気
を
出
し
て
参
加
し
た
選
手

た
ち
の
間
に
交
流
が
生
ま
れ
た
の
で
す
。

異
な
る
部
族
の
若
者
に
対
し
て
、『
話

し
て
み
た
ら
意
外
と
い
い
や
つ
だ
っ

た
』
と
印
象
が
変
わ
っ
た
。
こ
う
し
た

交
流
の
機
会
が
な
か
っ
た
こ
と
が
部
族

間
の
猜
疑
心
を
増
長
さ
せ
、
牛
の
強
奪

や
紛
争
に
つ
な
が
っ
て
い
た
こ
と
に
、

彼
ら
は
気
づ
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
」

優
勝
カ
ッ
プ
は
、

南
ス
ー
ダ
ン
人
全
員
の
も
の

　

第
2
回
N
U
D
は
17
年
1
〜
2
月

に
、
全
12
地
域
か
ら
約
5
0
0
人
の

選
手
が
参
加
し
た
。
た
だ
、
16
年
7
月

に
発
生
し
た
政
府
軍
と
反
政
府
軍
の
大

規
模
な
衝
突
の
影
響
で
、
J
I
C
A

南
ス
ー
ダ
ン
事
務
所
所
員
ら
は
隣
国
・

ウ
ガ
ン
ダ
に
拠
点
を
移
し
て
い
た
た
め
、

現
地
で
協
力
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
準

備
の
協
議
は
電
話
や
メ
ー
ル
を
使
っ
て

遠
隔
で
行
わ
れ
た
。

「
そ
れ
が
逆
に
奏
功
し
た
と
も
考
え
ら

れ
ま
す
」
と
話
す
の
は
、
J
I
C
A

ア
フ
リ
カ
部
の
山
中
祥
史
さ
ん
だ
。

「
N
U
D
を
継
続
さ
せ
る
に
は
、
企

画
・
運
営
を
現
地
の
方
々
が
自
主
的
に

行
う
こ
と
が
重
要
。
私
た
ち
の
協
力
が

最
低
限
の
範
囲
に
収
ま
っ
た
こ
と
で
、

よ
り
主
体
的
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
」

　

ス
ポ
ー
ツ
省
の
行
政
官
た
ち
も
、
第

1
回
を
成
功
さ
せ
た
こ
と
で
自
信
を
つ

け
て
い
た
。
競
技
の
判
定
に
異
議
が

あ
っ
た
場
合
の
対
応
策
を
含
め
、
公
正

な
ル
ー
ル
づ
く
り
と
そ
の
遵
守
を
徹
底

し
た
。
ル
ー
ル
を
守
れ
ば
平
和
は
保
た

れ
る
こ
と
を
、
選
手
や
観
客
に
体
で
感

じ
て
も
ら
い
た
か
っ
た
。

　

衝
突
が
続
く
な
か
で
行
わ
れ
た
第
3

回
N
U
D
も
、
18
年
1
〜
2
月
に
同

陸上競技。地域の誇りを持って真剣に競い合った

HIV、ジェンダー、平
和構築の啓発などを
テーマにした、選手
向けのワークショッ
プも開催された

10日間、寝食をともにしたことで選手間の
交流が生まれ、たがいの理解を深めた

女性選手にも活躍の場を提供したいと、第3回から始まった女子バレー
ボール。ボールとネットは日本バレーボール協会からの寄贈だ

サッカー選手たちの健闘
とフェアプレーに声援を
送る観客たち。「NUDを通
じて、私たちが同じ国民
であることに気づいた」と
の声も聞かれた

シ
ュ
ー
ト
だ
！

あ
あ
、惜
し
い
！

第3回NUDの開催を担当。「約
1週間の大会を通じて地域ごと
に色分けされたユニフォームが
入り交じる――これこそが平和
の基礎となる結束・融和を表し
ていると思います。第4回NUD
の開催も目指しています」

JICAアフリカ部
アフリカ第一課調査役
山中祥史さん

こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と

開
催
し
た
い
！

スポーツと開発特集
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1995年のデイトン合意で紛争が終結。ボ
シュニャク、クロアチア系住民が中心の
「ボスニア・ヘルツェゴビナ連邦」とセルビ
ア系住民が中心の「スルプスカ共和国」
の二つの主体からなる単一国家となった

ボスニア・ヘルツェゴビナ

Bos
nia and Herzegovina

首都 ：サラエボ
通貨 ： 兌換マルク（KM）
人口 ：353.1万人（2013年国勢調査）

公用語 ：ボスニア語、セルビア語、
クロアチア語

2

2008年、ボスニア・ヘルツェゴビナにおいてIT教育分野のCCCの策定を担
当。その手腕を買われて2016年から「スポーツ教育を通じた信頼醸成プロ
ジェクト」に従事する。「私は日本人の『社会の一員として貢献する』という
姿勢が好きです。その考え方を自国に広められるのは素晴らしいことと感じて
います」。写真はモスタル市の名所、平和の懸け橋である「スタリ・モスト」。
紛争後に復興されユネスコ遺産に登録されている。

JICA コンサルタント
デヤン・バリッチさん（写真中央）

写真左はJICA専門家の
辻康子さん。保健体育の
CCC策定をサポートしつ
つ、密接な関係にある「モ
スタル市スポーツ協会の
能力強化支援」を担当

生徒が自ら考え
進んで参加する授業に
日本式の保健体育は遠く海を渡った
ボスニア・ヘルツェゴビナでも採用されている。
民族間の分け隔てなく、
みんなで学び、みんなで楽しむ―
学習指導要領の作成が進められている。
文⃝田中弾（編集部）

スポーツ教育を通じた信頼醸成プロジェクト

教
育
の
分
断
を
防
ぎ

民
族
を
つ
な
げ
た
い

　

東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
バ
ル
カ
ン
半
島
に

位
置
す
る
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ビ

ナ
（
以
下
、
Ｂ
ｉ
Ｈ
）
は
、
東
西
の
文

化
が
融
合
し
た
国
と
し
て
知
ら
れ
て
い

る
。
ボ
シ
ュ
ニ
ャ
ク
、
ク
ロ
ア
チ
ア
系
、

セ
ル
ビ
ア
系
の
3
民
族
が
暮
ら
し
、
首

都
の
サ
ラ
エ
ボ
に
は
イ
ス
ラ
ム
教
の
モ

ス
ク
を
は
じ
め
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
教
会
、

セ
ル
ビ
ア
正
教
会
の
教
会
が
建
ち
並
ん

で
い
る
。

　

2
0
1
8
年
2
月
、
同
国
で
保
健

体
育
の
共
通
・
コ
ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム（
以

下
、
Ｃ
Ｃ
Ｃ
）
が
採
択
さ
れ
た
。
Ｃ
Ｃ

Ｃ
と
は
、
民
族
ご
と
に
異
な
っ
て
い
た

教
育
課
程
を
統
合
し
、各
教
科
の
核（
コ

ア
）
と
な
る
要
素
を
端
的
に
ま
と
め
た

も
の
だ
。コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
デ
ヤ
ン
・

バ
リ
ッ
チ
（
以
下
、
バ
リ
ッ
チ
）
さ
ん

は
Ｃ
Ｃ
Ｃ
策
定
の
背
景
を
次
の
よ
う
に

語
る
。

「
私
た
ち
の
国
で
は
中
央
政
府
に
教
育

省
が
な
く
、
管
轄
の
省
は
各
地
域
に
点

入
る
。
こ
れ
に
は
体
育
の
先
生
に
『
競

技
レ
ベ
ル
を
上
げ
て
ア
ス
リ
ー
ト
を
育

て
る
』
と
い
う
強
い
意
識
が
あ
る
か
ら

だ
。

　

バ
リ
ッ
チ
さ
ん
に
よ
る
と
、
各
地
域

の
教
育
省
が
参
考
に
す
る
旧
ユ
ー
ゴ
ス

ラ
ビ
ア
の
学
習
指
導
要
領
に
は
、
実
は

「
協
調
性
」
と
い
う
言
葉
が
あ
っ
た
そ

う
だ
が
、
肝
心
の
そ
れ
を
育
て
る
方
法

の
解
説
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
い
つ

し
か
忘
れ
去
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
と
推
測

す
る
。

「
体
育
の
先
生
に
は
『
こ
う
あ
る
べ
き
』

と
い
う
固
定
観
念
で
は
な
く
、『
子
ど

も
が
何
を
学
ぶ
か
』
と
い
う
教
え
方
が

必
要
で
す
。
先
生
た
ち
の
マ
イ
ン
ド
を

変
え
て
い
き
た
い
」
と
話
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
新
し
い
芽
も
出
始

め
て
い
る
。
小
学
校
の
体
育
教
師
を
務

め
る
イ
ヴ
ァ
ナ
・
ジ
デ
ィ
ッ
チ
さ
ん
は

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
日
本
研
修
に
参
加
し
て
考

え
方
が
変
わ
っ
た
。

「
授
業
は
児
童
全
員
が
参
加
で
き
る
よ

う
に
工
夫
を
す
る
こ
と
で
、
一
体
感
が

生
ま
れ
楽
し
み
な
が
ら
学
べ
る
こ
と
に

気
づ
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
帰
国
後
に

授
業
で
小
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
児
童
全

員
に
縄
跳
び
を
や
っ
て
も
ら
い
ま
し
た

が
、
得
意
で
な
か
っ
た
子
も
グ
ル
ー
プ

の
一
員
で
あ
る
こ
と
が
心
地
よ
か
っ
た

ら
し
く
、
一
人
の
と
き
に
練
習
し
て
上

手
に
な
り
ま
し
た
。
今
は
そ
の
楽
し
い

雰
囲
気
が
伝
わ
っ
て
多
く
の
子
が
縄
跳

び
に
興
味
を
も
っ
て
い
ま
す
。『
先
生
、

今
度
み
ん
な
の
学
年
を
集
め
て
縄
跳
び

大
会
や
ろ
う
よ
』
と
ブ
ー
ム
に
な
っ
て

い
ま
す
」
と
微
笑
む
。

　

ジ
デ
ィ
ッ
チ
さ
ん
の
よ
う
な
先
生
が

増
え
れ
ば
Ｂ
ｉ
Ｈ
の
体
育
教
育
は
き
っ

と
変
わ
る
は
ず
だ
。

「
今
年
の
9
月
か
ら
モ
ス
タ
ル
市
内
で

新
し
い
学
習
指
導
要
領
を
試
験
的
に
実

践
し
ま
す
。
導
入
校
は
ク
ロ
ア
チ
ア
系

の
小
学
校
2
校
、
ボ
シ
ュ
ニ
ャ
ク
の
小

学
校
2
校
と
高
校
1
校
の
予
定
で
す
。

先
に
策
定
し
た
保
健
体
育
Ｃ
Ｃ
Ｃ
を
も

と
に
学
習
指
導
要
領
を
価
値
あ
る
も
の

に
仕
上
げ
ま
す
」

　

バ
リ
ッ
チ
さ
ん
は
決
意
と
と
も
に
、

日
本
式
の
体
育
教
育
が
モ
ス
タ
ル
か
ら

全
国
各
地
に
広
が
る
こ
と
を
夢
見
て
努

力
を
続
け
て
い
く
。

在
し
て
い
ま
す
。
そ
の
数
は
13
に
上
り
、

そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
学
習
指
導
要
領
を

使
っ
て
地
域
で
多
数
を
占
め
る
民
族
系

の
教
育
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
た
だ
、

こ
う
し
た
状
況
が
続
く
と
民
族
ど
う
し

が
離
れ
て
し
ま
う
こ
と
か
ら
、
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
統
一
し
よ
う
と
い
う
声
が

高
ま
り
ま
し
た
」

　

そ
こ
で
、
Ｂ
ｉ
Ｈ
は
Ｃ
Ｃ
Ｃ
策
定
を

主
導
す
る
就
学
前
・
初
等
・
中
等
教
育

庁
（
Ａ
Ｐ
Ｏ
Ｓ
Ｏ
）
を
立
ち
上
げ
、
各

教
科
の
Ｃ
Ｃ
Ｃ
策
定
を
行
っ
て
き
た
。

そ
の
ひ
と
つ
が
保
健
体
育
の
Ｃ
Ｃ
Ｃ
だ
。

「
生
徒
が
体
育
の
授
業
を
通
じ
て
、
運

動
技
能
の
習
得
だ
け
で
は
な
く
、
社
会

性
や
自
発
性
、
寛
容
性
、
栄
養
・
衛
生

習
慣
に
関
す
る
知
識
を
身
に
つ
け
ら
れ

る
よ
う
な
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
」

　

そ
う
話
す
の
は
Ａ
Ｐ
Ｏ
Ｓ
Ｏ
の
責
任

者
の
マ
リ
ヤ
・
ナ
レ
テ
ィ
リ
ッ
チ
さ
ん
。

こ
れ
ま
で
は
自
国
と
言
語
が
近
い
国
々

と
、
言
語
が
理
解
し
や
す
い
英
語
圏
の

国
々
の
学
習
指
導
要
領
を
参
考
に
し
て

き
た
が
、
保
健
体
育
で
は
言
葉
の
壁
を

越
え
て
日
本
に
見
習
い
た
い
こ
と
が
多

か
っ
た
と
い
う
。
対
象
を
幼
稚
園
児
か

ら
高
校
生
ま
で
と
一
貫
化
さ
せ
た
持
続

的
な
教
育
に
よ
る
能
力
開
花
に
も
期
待

を
寄
せ
る
。

保
健
体
育
で
大
切
な
の
は

子
ど
も
が
何
を
学
ぶ
か

　

現
在
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
保
健
体
育
の
Ｃ

Ｃ
Ｃ
を
も
と
に
、
よ
り
具
体
的
な
内
容

を
盛
り
込
ん
だ
学
習
指
導
要
領
の
作
成

保健体育のCCC策定の有識者メンバーのひとり。「日本の研修で
は、子どもたちがグループになっておたがいの課題について教えあう
姿に驚きました。学ぶ側が主体となった一体感を感じる授業でした。
私は子どもたちが社会に出たあともつねに生き生きとしていてほしい
と願っています。それにはこうした体育教育が必要と学びました」

小学校体育教師
イヴァナ・ジディッチさん

「クロアチア系とボシュニャクが住む
二重行政下のモスタル市で、両民族
のスポーツ交流やスルプスカ共和国の
人たちとイベントを開催しています。ス
ポーツ協会の立場から見ると、保健体
育のCCCの運用には教育現場の理解
が欠かせません。指導の新しいアイデ
アやトレンドを紹介する教員研修を行っ
てサポートしていくつもりです」

モスタル市スポーツ協会
シニア スポーツ マネージャー
ジェナン・シュタさん

明
日
、縄
跳
び
す
る
？

楽
し
い
か
ら

や
り
た
い

ジディッチさんの教え子は翌日の開校記念日
を前にダンスを練習中。一緒に身体を動かし
て楽しみながら連帯感を体験していた

サラエボ

モスタル

スポーツと開発特集

を
進
め
て
い
る
。

　

Ｂ
ｉ
Ｈ
で
は
何
か
ス
ポ
ー

ツ
を
行
う
と
き
、
そ
れ
が
ど

ん
な
種
目
で
あ
り
、
ど
ん
な

動
き
を
す
れ
ば
効
率
的
な
の

か
と
い
う
こ
と
と
、
さ
ら
に

は
細
か
い
ル
ー
ル
ま
で
を
子

ど
も
に
覚
え
さ
せ
て
実
技
に

「保健体育のCCC策定では、草案をまとめる段階でモスタル市
を含む全国から体育関係者を招いてパネルディスカッションを行
いました。健康的な生き方を実現するには社会性や寛容性を身
につけることが大切――そんな方法論を新鮮に受け止めた人
は多かったようです。教育
現場が変わるよいきっか
けになると感じています」

APOSO プロジェクトマネージャー
マリヤ・ナレティリッチさん

腕に抱えているのが保
健体育のCCC。3民族3
言語分が作成された

子どもたちの
好きなスポーツは？

ハンドボール
バスケットボール
サッカー

サッカー
バスケットボール
ハンドボール

男子 女子
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タンザニア

Un
ite

d Republic of Tanzania

1964年、タンガニーカ共和国（本土）とザ
ンジバル（島しょ）が合併した連合共和
国。首都はトドマ、経済中心地はダルエス
サラーム。都市部と比べて地方は今も男
女格差がより残っているといわれる。

首都 ：ドドマ
通貨 ： タンザニア・シリング
人口 ：5,557万人（2016年）

公用語 ：スワヒリ語、英語

3
タンザニア連合共和国

陸上競技協会から選抜された女子選手は10代後半が中
心。選手のTシャツはイカンガーさんが現役時代にお世話に
なっていた「アシックス」からの寄付

世界に羽ばたくチャンスを得て、真剣に
競技に打ち込む女子選手たち。のべ約
1,500人の観客が選手たちの雄姿を見
守った

「デカパンリレー」は大きなズボンをはいて行う二人
三脚のようなもの。ルールに基づいて身体を動かし、
ペアで協力しあうことと、チームワークを体得してもら
うのがねらいだ。デカパンはJICAボランティアが協力
している女性起業グループが染色した

タンザニアでは若年妊娠が多いことから、観客（近隣の女
子小中学生1,000人を競技場に招待）や参加選手に性教
育の絵本を配布して、読み聞かせイベントを行った

実施競技は11種目。100m走、200m走、400m走、800m走、
1500m走、5000m走、10000m走、やり投、砲丸投、円盤投、
走幅跳が行われた

ダルエスサラームのジェフディ中等学校の女子ソフトボール
チーム。キャッチボールやノックを行い、生き生きと運動し、チー
ムとして規律正しく行動する姿を披露

企画を担当。予算が限られているな
か、日本企業13社とタンザニア企
業1社に協賛をいただき感謝してい
ます。『目指せ、オリンピック』を合
言葉に、日本のスポーツ振興をア
ピールできる場にもなりました」

JICAタンザニア事務所
伊藤美和さん

競技会のスタッフらと。写真手前の黄色
Tシャツ姿が伊藤さん

1984年、86年の東京国際マラソンで優
勝。ロサンゼルスとソウルのオリンピックに
出場した元マラソン選手。タンザニアで陸
上クラブを主宰し、若手選手の育
成に励んでいる。「『レディース 
ファースト』の開催はJICAの協
力があってこそ。今後はタンザ
ニア政府に予算をしっかり確保
することを促し、JICAとともに継
続して実施してきたい」

JICAタンザニア事務所広報大使
ジュマ・イカンガーさん

女子陸上競技会を
タンザニアで初めて開催！

＊UNDP「人間開発報告書」（2016）

男女格差を表した「ジェンダー不平等指数」で
世界129位（159カ国中）＊のタンザニア。

女性への暴力や若年妊娠が問題となるなか、
女性の社会的地位向上をめざして、

JICAの協力により初の女子陸上競技会が開催された。

LADIES FIRST

タ
ン
ザ
ニ
ア
の

女
子
陸
上
選
手
に
機
会
を

　

ス
ポ
ー
ツ
は
男
性
が
す
る
も
の
、
男

女
の
ス
ポ
ー
ツ
能
力
が
同
じ
く
ら
い
で

あ
れ
ば
優
先
さ
れ
る
の
は
男
性

│
タ

ン
ザ
ニ
ア
の
そ
ん
な
風
潮
に
長
年
問
題

意
識
を
も
っ
て
い
た
の
が
、
同
国
出
身

の
マ
ラ
ソ
ン
選
手
と
し
て
活
躍
し
、

２
０
１
６
年
か
ら
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
タ
ン
ザ

ニ
ア
事
務
所
の
広
報
大
使
を
務
め
る
、

ジ
ュ
マ
・
イ
カ
ン
ガ
ー
さ
ん
だ
。

　

タ
ン
ザ
ニ
ア
に
も
、
も
ち
ろ
ん
女
子

の
陸
上
選
手
は
い
る
。
た
だ
、
練
習
す

る
機
会
も
競
技
会
に
出
る
機
会
も
、
男

子
選
手
に
比
べ
て
極
端
に
少
な
い
。
周

辺
に
は
ケ
ニ
ア
や
エ
チ
オ
ピ
ア
な
ど
陸

上
競
技
大
国
と
し
て
名
を
馳
せ
る
国
々

も
あ
る
。
イ
カ
ン
ガ
ー
さ
ん
は
タ
ン
ザ
ニ
ア

に
も
〝
原
石
〞
が
眠
っ
て
い
る
と
確
信

し
、
発
掘
し
育
て
る
た
め
の
ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
に
相
談

し
た
。
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
タ
ン
ザ
ニ
ア
事
務
所

の
伊
藤
美
和
さ
ん
は
次
の
よ
う
に
話
す
。

「
タ
ン
ザ
ニ
ア
は
女
性
の
社
会
進
出
が

進
ん
で
お
り
、
企
業
で
管
理
職
に
就
い

て
い
る
女
性
の
率
も
日
本
よ
り
多
い
と

感
じ
ま
す
。
し
か
し
、
都
市
部
は
ま
だ

し
も
地
方
で
は
、
男
性
に
よ
る
女
性
へ

の
家
庭
内
暴
力
が
多
い
と
も
聞
き
ま
す
。

女
性
に
光
が
当
た
っ
て
い
る
と
こ
ろ
と
、

そ
う
で
な
い
と
こ
ろ
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
大

き
い
と
感
じ
て
い
ま
し
た
」

　

こ
う
し
た
現
状
を
ふ
ま
え
て
、
イ
カ

ン
ガ
ー
さ
ん
と
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
団
結
し
て

当
日
は
全
国
31
地
域
の
３
分
の
２
以
上

に
あ
た
る
24
地
域
か
ら
１
０
５
人
の
選

抜
選
手
が
集
ま
っ
た
。
女
子
の
競
技
会

が
年
に
１
度
あ
る
か
な
い
か
の
タ
ン
ザ

ニ
ア
で
「
国
家
的
な
取
り
組
み
」
と
イ

カ
ン
ガ
ー
さ
ん
も
喜
ん
だ
。
交
通
費
が

各
地
域
ま
た
は
自
己
負
担
の
た
め
、
貧

し
い
地
域
か
ら
の
出
場
が
難
し
い
選
手

が
い
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
た
が
、
そ

れ
で
も
、
女
子
選
手
を
送
り
出
す
た
め

に
関
係
者
が
費
用
を
負
担
し
合
っ
た

ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。

　

各
競
技
は
「
目
指
せ
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
」
を
合
言
葉
に
女
子
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
選
手
を
輩
出
し
よ
う
と
公
式
ル
ー
ル

で
行
わ
れ
た
。選
手
や
引
率
者
か
ら「
記

録
が
残
る
の
が
う
れ
し
い
」「
女
子
に

目
を
向
け
て
も
ら
え
る
い
い
機
会
」
と

い
う
喜
び
の
声
が
次
々
と
上
が
っ
た
。

　

ま
た
、
会
場
で
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
発
案
の
「
デ
カ
パ
ン
リ
レ
ー
」

が
行
わ
れ
た
り
、
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
協
力
で
タ
ン
ザ
ニ
ア
唯
一
の

女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
が
デ
モ
ン

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
披
露
し
た
り
し
、

草
の
根
技
術
協
力
を
行
う
「Class for 

Everyone

」
は
、
こ
の
機
会
に
若
年

妊
娠
を
テ
ー
マ
に
し
た
絵
本
を
約

１
０
０
０
冊
配
布
し
て
読
み
聞
か
せ
を

行
っ
た
。

　

さ
ら
に
競
技
会
前
日
に
は
大
阪
大
学

の
岡
田
千
あ
き
准
教
授
が
、
大
会
審
判

や
技
術
ス
タ
ッ
フ
、
陸
上
競
技
協
会
職

員
約
80
人
に
向
け
て
、
子
ど
も
が
身
体

を
動
か
す
こ
と
の
重
要
性
を
説
い
た
。

成
長
期
に
背
骨
が
曲
が
っ
て
し
ま
う
症

状
の
チ
ェ
ッ
ク
法
な
ど
実
技
を
交
え
た

ア
ド
バ
イ
ス
は
、
座
学
中
心
の
体
育
で

育
っ
た
彼
ら
の
目
に
新
鮮
に
映
っ
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
省
の
ム
ワ
キ
エ
ン
ベ
大
臣

は
、
陸
上
競
技
会
の
み
な
ら
ず
、
盛
り

だ
く
さ
ん
の
サ
イ
ド
イ
ベ
ン
ト
を
目
の

当
た
り
に
し
て
、「
こ
れ
か
ら
は
私
た

ち
も
女
性
の
地
位
向
上
に
力
を
入
れ
て

取
り
組
む
」
と
決
意
と
称
賛
を
表
明
し

た
。
参
加
し
て
い
た
引
率
者
も
「
大
臣

の
発
言
か
ら
も
こ
れ
か
ら
女
性
の
地
位

向
上
に
期
待
が
持
て
る
」
と
イ
ベ
ン
ト

は
非
常
に
好
意
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
た

の
で
あ
る
。

　

日
本
で
は
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て

山
形
県
長
井
市
が
タ
ン
ザ
ニ
ア
の
ホ
ス

ト
タ
ウ
ン
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。
今
回

出
場
し
た
選
手
の
何
名
か
は
同
市
で
行

わ
れ
る
今
年
10
月
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に

参
加
す
る
予
定
だ
。
ス
ポ
ー
ツ
が
人
を

つ
な
ぎ
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
の
女
性
が
脚
光

を
浴
び
る
チ
ャ
ン
ス
が
広
が
っ
た
の
だ
。

今
後
、
こ
の
よ
う
な
関
心
と
気
運
が
ま

す
ま
す
高
ま
る
こ
と
を
願
い
た
い
。

挑
戦
し
た
の
が「
レ
デ
ィ
ー
ズ  

フ
ァ
ー

ス
ト
（
Ｌ
Ａ
Ｄ
Ｉ
Ｅ
Ｓ 

Ｆ
Ｉ
Ｒ
Ｓ
Ｔ
）」、

す
な
わ
ち
タ
ン
ザ
ニ
ア
初
の
女
子
陸
上

競
技
会
だ
。目
的
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
・

女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
（
能
力
開

花
）
の
実
現
と
ス
ポ
ー
ツ
振
興
、
体
育

科
教
育
の
普
及
な
ど
に
あ
る
。

楽
し
く
男
女
格
差
是
正
に
貢
献

　

開
催
に
は
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
情
報
・
文

化
・
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
省
（
以
下
、
ス

ポ
ー
ツ
省
）
と
、
同
国
の
ス
ポ
ー
ツ
振

興
セ
ン
タ
ー
（
Ｎ
Ｓ
Ｃ
）
か
ら
も
快
い

賛
同
を
得
ら
れ
た
。
競
技
会
は
17
年
11

月
25
日
〜
26
日
（
25
日
は
女
性
に
対
す

る
暴
力
撤
廃
国
際
デ
ー
）
に
決
ま
り
、

国
内
最
大
都
市
で
あ
る
ダ
ル
エ
ス
サ

ラ
ー
ム
の
国
立
競
技
場
を
無
償
で
使
え

る
こ
と
に
な
っ
た
。

「
出
場
選
手
は
全
国
各
地
か
ら
募
り
ま

し
た
。
日
本
の
約
２
・
５
倍
も
あ
る
広

い
国
で
す
の
で
、
集
ま
る
だ
ろ
う
か
と

最
初
は
不
安
で
し
た
」

　

伊
藤
さ
ん
は
準
備
期
間
を
そ
う
振

り
返
る
。
し
か
し
、

ダルエスサラームドドマ

主
役
は
女
子
！

楽
し
く
学
ぶ
！

スポーツと開発特集

文⃝田中弾（編集部）
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スポーツが持つ力
JICAのスポーツ協力をきっかけに

夢に向かって大きく羽ばたいていった人たちは数多い。
過去から現在─人生の歩みを3人の方に教えてもらった

文⃝田中弾（編集部）

スリランカ野球連盟　©  PENUMBRA INC.

スリランカ野球連盟

障害者が活躍する
社会の懸け橋になる

「外に出る」勇気と
未来をくれたスポーツ

ィジャヤナーヤカさんが野球
指導のJICAボランティアに
出合ったのは2002年のこと。

キャッチボールは取る人の立場になって
投げる、チームのためには4番バッター
でもバントするといった考え方にふれて、
野球には思いやりの心があり、その心が
日本の文化だと感じた。
　以来、日本のことをもっと知りたいと大
分県の立命館アジア太平洋大学に入
学。日本は野球のレベルが高いため、選
手ではなく審判員の道を目指し2008年に

際パラリンピック委員会理事
会にも参加しているコロンビ
アのサラサールさん。今年で

38歳になる彼は24歳のときに事故にあ
い、頸椎を損傷し障害を負った。そのリ
ハビリの過程で障害者スポーツに出合
い、スポーツの持つ可能性を求めて、2

年後に障害者のためのリハビリ、心理
社会的支援、職業訓練、スポーツ活動
などを提供するNGO団体「アークエン
ジェルス」を発足させた。その活動を開
始してすぐに、JICAが行う「障害者スポー
ツを通じた社会参加」という研修コース
に参加した。
「障害者と健常者が一緒にスポーツを
楽しむ工夫などの研修は印象的で、ス
ポーツを通じた社会参加の方法を知る
ことができました。障害者を受け入れる
日本の文化や方法など、日本での経験
を、その後の11年間の活動の中でつね

資格を取得した。2010年に東京で行われ
た世界大学選手権ではスリランカ代表
チームの国際審判員として判定を行い、
2015年には高校野球の聖地、甲子園の
土も踏んだ。初の外国籍の審判員だった。
「地元九州の野球連盟の方々のやさし
さが胸に込み上げてきました。実は高校
の甲子園大会には、私が加盟していた
福岡県の高校野球連盟に審判の機会
が回ってくるのは2 ～3年に1度だけで、
しかも審判員157名（当時）のうち1名
しか派遣できませんでした。『スジ（愛称）

ならいいだろう』と私のために自分を犠
牲にして譲ってくれたのです。感謝の気
持ちしかありません」
　また、JICAはスリランカへ野球指導の
ボランティア派遣を続けていたことから、
彼もそれに協力して母国に野球道具を
送り、南アジア初となる野球場の建設
に携わり、軍隊内の男子と女子の野球
チームの設立にも関わった。
「私も相手を思いやる心を多くの人に
伝えたい。それが『ご恩を返す』ことに
つながると信じています」

に実践してきたほどです。私の今のキャ
リアに大きな影響を与えています」
　帰国後、障害者スポーツの普及と
障害者の権利拡大の活動に努め、障
害のあるアスリートのためのパンアメリ
カン競技大会では、母国の車椅子ラグ
ビーが銅メダルを獲得した。今では、ラ
テンアメリカ各国にも活動を広げ、国家
としてできることを実践している。
　スポーツは、人 を々動かし、変えること
ができる素晴らしいアプローチであること
を、より多くの人に広めている。

野球を通じて知った
日本人の思いやり

大学卒業後、九州を中心にホテルを展開する「アメイズ」AZホテル チェ－ンに就職。「会社
の理解があってここまでこれた」と話す。南九州で地域貢献活動を行う「アイロード・プラス」
に今年の4月に転職し、さらなる活動を続ける。審判員としてオリンピックも目指す!

コロンビアの代表として
国連の会場に参加

青年スポーツ省にて。前列中央がデラナさん

写真は軍隊の女子野球チーム。次は警察の野球チーム結成が夢

「おたがいに尊重しあう社会をスポーツでつくる
ことが私の役割」とサラサールさん

履歴書
履歴書

履歴書
1984年 フィジーで生まれる
 3歳の時に事故で障害を負う
2008年 JICA研修「障害者スポーツを通じた社会参加」に参加
2012年 ロンドンパラリンピック・ハイジャンプ（F42カテゴリー）金メダル
2013年 フィジーの2013年回顧記念50セント硬貨に描かれる
2014年 フィジー議会議員、青年スポーツ省副大臣
現在 青年スポーツ省勤務

1980年 コロンビアで生まれる
 24歳のときに事故で障害を負う
2006年 NGO「アークエンジェルス財団」を設立
2007年 JICA研修「障害者スポーツを通じた社会参加」に参加
2013～15年 コロンビア・パラリンピック委員会会長、
 身体障害者スポーツ連合代表
2015年 大統領府の「障害者のインクルージョンプラン」代表、
 国際障害者委員会（CND）メンバー
2016年 JICA国別研修コロンビア「障害のある紛争被害者の
 ソーシャルインクルージョン」に参加
現在 国際パラリンピック委員会コロンビア代表、障害者に
 対する差別撤廃米州委員会会長

1983年 スリランカで生まれる
2002年 JICA海外青年協力隊員から野球指導を受ける
2006年 立命館アジア太平洋大学に入学
 野球の審判員を志す
2008年 大分県で審判員の資格を取得
2012年 母国で南アジア初の野球場建設に尽力
2015年 第87回選抜高校野球（春の甲子園大会）で審判を務める
2017年 母国で初の女性野球チームを陸・海軍に設けることに尽力

スジーワ・ウィジャヤナーヤカさん

JICA海外青年協力隊員から野球指導を受ける

アマチュア野球 国際審判員

ウ

国

洋州地域の島しょ国、フィ
ジーに初めての金メダルを
もたらしたのが、パラリンピ

アンのイリエサ・デラナさんだ。「ス
ポーツは公平に栄誉をもたらしてくれ
た」と胸を張る。
「身体的に不利な条件があってもで
きることの選択肢の一つが障害者ス
ポーツでした。スポーツに出合う前は、
とても内向的で町に出かけることがな
かった自分が、スポーツをきっかけに
外へ出るようになりました」
　そして、JICA研修に参加した同国
のフレッド・ファティアキさんに出会い、
2008年にJICAの「障害者スポーツを
通じた社会参加」の研修を受けるた

め、遠い日本に渡航する機会を得た。
新しい友達ができ、前向きに取り組む
ことを学んだ。
「研修の後、コンプレックスがなくな
り、自信をもって人と接することができ
るようになりました。そんな自分を見て、
周りの反応も変わっていきました。自
分が変わることによって、周りも変
わったのです。そういった経験がその
後の自分を後押ししてくれました」
　現在はフィジーの青年スポーツ省
に勤め、スポーツの普及に力を注ぐ。
金メダリストに上り詰めた彼の経験は
多くの人に勇気を与え、障害のある
子どもたちにとって未来への希望と
なっている。

大

イリエサ・デラナさん

フアン・パブロ・サラサールさん

JICA研修「障害者スポーツを通じた社会参加」に参加

JICA研修「障害者スポーツを通じた社会参加」に参加

ロンドンパラリンピック・ハイジャンプ金メダリスト

国際パラリンピック委員会理事

スポーツと開発特集 新たな人生を見出す
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の
ト
ッ
プ
チ
ー
ム
を
指
導
し
、
翌
年
ハ
ン
ガ

リ
ー
の
ブ
ダ
ペ
ス
ト
で
開
か
れ
た
水
泳
の
世
界

選
手
権
で
は
、
生
山
さ
ん
が
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
と

し
て
３
人
の
選
手
を
率
い
て
６
種
目
に
出
場
し
、

そ
の
う
ち
５
種
目
で
自
己
ベ
ス
ト
を
更
新
し
た
。

夢
は
標
準
記
録
突
破
で

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場

「
実
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
水
泳
と
青
年
海
外
協
力

隊
に
は
深
い
関
係
が
あ
る
ん
で
す
」
と
言
う
生

こ
の
4
月
か
ら
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
と
直
接
契
約
を
結
び
、

ま
だ
ま
だ
伸
び
し
ろ
の
あ
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
の

ト
ッ
プ
チ
ー
ム
を
率
い
て
い
る
。

「
目
標
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
。
途
上
国
枠
で
は
な
く
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
標
準
記
録
を
突
破
し
て
出
場
す
る
こ
と
で
す
。

今
の
標
準
記
録
ま
で
は
あ
と
約
5
秒
。
十
分
可

能
性
は
あ
る
と
思
い
ま
す
」

る
選
手
で
あ
っ
て
ほ
し
い
し
、
可
能
性
を
示
す

こ
と
が
で
き
る
指
導
者
に
な
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
」
と
生
山
さ
ん
は
語
る
。

　

今
、
生
山
さ
ん
が
注
目
し
て
い
る
の
は
女
子

１
０
０
メ
ー
ト
ル
平
泳
ぎ
の
15
歳
の
ヴ
ォ
レ
ア

選
手
。
１
年
間
で
自
己
ベ
ス
ト
を
５
秒
も
縮
め
、

17
年
の
東
南
ア
ジ
ア
の
ユ
ー
ス
の
大
会
で
は
表

彰
台
に
は
届
か
な
か
っ
た
も
の
の
０
・
１
秒
差

で
４
位
の
成
績
を
残
し
た
。

　

協
力
隊
員
の
任
期
を
終
え
た
生
山
さ
ん
は
、

　

生
山
咲
さ
ん
が
初
め
て
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
プ
ノ

ン
ペ
ン
に
あ
る
練
習
プ
ー
ル
を
見
た
と
き
、
そ

の
水
は
緑
色
だ
っ
た
と
い
う
。「
修
理
を
す
る

余
裕
が
な
く
、
ろ
過
装
置
が
壊
れ
た
ま
ま
だ
っ

た
か
ら
で
す
。
塩
素
も
な
く
、
掃
除
は
手
作
業
。

ビ
ー
ト
板
や
ロ
ー
プ
、
水
着
や
帽
子
、
ゴ
ー
グ

ル
な
ど
も
足
り
な
い
状
態
で
し
た
」。
そ
ん
な

環
境
で
も
生
山
さ
ん
の
心
を
と
ら
え
た
の
は
、

選
手
た
ち
の
「
泳
ぐ
の
が
楽
し
い
」「
速
く
泳

ぎ
た
い
」
と
い
う
純
粋
な
思
い
だ
っ
た
。「
水

泳
を
教
え
て
ほ
し
い
！ 

と
い
う
意
欲
が
と
て

も
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
」。

メ
ン
タ
ル
を
鍛
え

自
信
を
つ
け
さ
せ
る

　

生
山
さ
ん
は
ベ
ビ
ー
ス
イ
ミ
ン
グ
か
ら
始
ま

り
、
大
学
卒
業
ま
で
の
22
年
間
を
水
泳
と
と
も

に
過
ご
し
て
き
た
。
と
く
に
東
海
大
学
の
水
泳

部
で
は
女
子
主
将
を
務
め
、
４
年
生
だ
っ
た

２
０
１
４
年
に
は
ジ
ャ
パ
ン
オ
ー
プ
ン
の
女
子

50
メ
ー
ト
ル
平
泳
ぎ
で
４
位
に
入
賞
し
た
。

山
さ
ん
。
１
９
６
６
年
、
世
界
で
全
職
種
に
お

い
て
初
め
て
派
遣
さ
れ
た
協
力
隊
員
の
一
人
が

中
村
昌
彦
さ
ん
で
、
し
か
も
カ
ン
ボ
ジ
ア
が
派

遣
先
だ
っ
た
の
だ
。
中
村
さ
ん
の
指
導
で
多
く

の
選
手
が
育
っ
た
が
、
ポ
ル
ポ
ト
政
権
の
時
代

に
水
泳
界
は
消
滅
。
そ
の
後
、
水
泳
連
盟
を
再

建
し
た
の
が
中
村
さ
ん
の
教
え
子
だ
っ
た
ヘ

ム
・
ト
ン
さ
ん
だ
っ
た
。

　

ヘ
ム
・
ト
ン
さ
ん
は
残
念
な
が
ら
２
０
１
５

年
に
亡
く
な
る
が
、
そ
の
最
期
に
望
ん
だ
の
が
、

日
本
か
ら
の
青
年
海
外
協
力
隊
の
派
遣
だ
っ
た

そ
う
だ
。「
ま
る
で
ヘ
ム
・
ト
ン
さ
ん
に
導
か

れ
る
よ
う
に
、
彼
の
命
日
の
ち
ょ
う
ど
１
年
後

に
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。
私
の
カ

ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
は
彼
の
息
子
の
キ
リ
ー
さ
ん

な
ん
で
す
」
と
生
山
さ
ん
。

　

さ
ら
に
生
山
さ
ん
が
指
導
す
る
選
手
の
中
に

は
、
ヘ
ム
・
ト
ン
さ
ん
が
そ
の
才
能
を
発
掘
し

た
チ
ャ
ン
ト
ー
ル
選
手
が
い
る
。
地
方
の
農
村

で
働
く
彼
が
メ
コ
ン
河
で
泳
ぐ
姿
を
見
て
、
ヘ

ム
・
ト
ン
さ
ん
が
ス
カ
ウ
ト
し
た
と
い
う
。

「
選
手
に
は
貧
し
い
家
庭
の
子
も
多
く
、
生
ま

れ
た
と
き
か
ら
人
生
が
決
ま
っ
て
い
る
と
考
え

て
い
る
人
が
大
多
数
で
す
。
そ
う
い
う
環
境
だ

か
ら
こ
そ
、
可
能
性
は
無
限
大
だ
と
信
じ
ら
れ

JIC
A

 Volu
nteer Story

from
Cambodia

水
泳

生
山 

咲

い
く
や
ま
さ
き
◦
1
9
9
2
年
、埼
玉
県
出
身
。母
は
ス
イ
ミ
ン
グ
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
。生
後
6
か
月
か
ら
ベ
ビ
ー
ス
イ
ミ
ン
グ
を
始
め
る
。2
0
1
1
年
、東
海

大
学
教
養
学
部
国
際
学
科
入
学
。水
泳
部
に
入
り
、毎
日
水
泳
漬
け
の
日
々
を

送
り
、4
年
生
の
と
き
に
は
女
子
主
将
を
務
め
る
。14
年
9
月
の
日
本
学
生
選
手

権
で
引
退
。16
年
、青
年
海
外
協
力
隊
の
水
泳
隊
員
と
し
て
カ
ン
ボ
ジ
ア
へ
赴
任
。

18
年
か
ら
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
の
コ
ー
チ
を
務
め
る
。

　

卒
業
後
の
進
路
と
し
て
、
生
山
さ
ん
が
選
ん

だ
の
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
青
年
海
外
協
力
隊
だ
っ
た
。

中
学
生
の
時
『
世
界
が
も
し
１
０
０
人
の
村

だ
っ
た
ら
』
を
読
み
、
国
際
協
力
の
分
野
で
働

き
た
い
と
思
っ
て
い
た
生
山
さ
ん
に
と
っ
て
自

然
な
選
択
で
、
し
か
も
ち
ょ
う
ど
カ
ン
ボ
ジ
ア

で
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
の
指
導
者
を
募
集
し

て
い
た
。
水
泳
の
普
及
活
動
よ
り
も
競
技
者
の

指
導
に
取
り
組
み
た
か
っ
た
生
山
さ
ん
に
と
っ

て
、
ま
さ
に
「
こ
れ
だ
！
」
と
思
え
る
出
合
い

だ
っ
た
。

　

プ
ノ
ン
ペ
ン
に
赴
任
し
た
生
山
さ
ん
が
最
初

に
指
導
に
あ
た
っ
た
の
は
、
10
歳
か
ら
15
歳
ま

で
の
ユ
ー
ス
チ
ー
ム
。
初
め
て
の
国
際
大
会
で

驚
い
た
の
は
彼
ら
の
自
信
の
な
さ
だ
っ
た
。

「
他
国
の
選
手
と
泳
ぐ
の
を
こ
わ
が
っ
て
い
ま

し
た
。
隅
っ
こ
に
固
ま
っ
て
、
誰
に
も
見
ら
れ

た
く
な
い
と
ビ
ビ
ッ
て
い
る
。
た
し
か
に
、

１
０
０
メ
ー
ト
ル
の
レ
ー
ス
で
25
メ
ー
ト
ル
も

差
が
つ
く
ほ
ど
実
力
が
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

そ
れ
よ
り
も
こ
の
メ
ン
タ
ル
で
は
勝
て
る
わ
け

が
な
い
。
ま
ず
自
信
を
持
た
せ
る
と
こ
ろ
か
ら

始
め
ま
し
た
」

　

松
岡
修
造
ば
り
に「
な
に
が
目
標
な
の
か
？
」

「
ど
う
し
て
い
き
た
い
の
か
？
」「
自
分
の
い
い

と
こ
ろ
は
？
」「
悪
い
と
こ
ろ
は
？
」
と
選
手

た
ち
に
問
い
か
け
、
メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
週
に
１
回
取
り
入
れ
、
徹
底
的
に
自
分
の
泳

ぎ
や
目
標
を
考
え
さ
せ
た
。

　

そ
の
効
果
が
表
れ
た
の
は
、
生
山
さ
ん
が
赴

任
し
て
か
ら
１
年
後
に
行
わ
れ
た
国
際
大
会

だ
っ
た
。
他
国
の
選
手
に
臆
す
る
こ
と
な
く

堂
々
と
泳
ぐ
姿
に
成
長
を
感
じ
た
と
生
山
さ
ん

は
ふ
り
返
る
。
17
年
か
ら
は
12
歳
か
ら
31
歳
ま

で
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
の
選
手
を
含
む
23
人

2016年1月から、カンボジアの教育青年スポーツ省水泳連盟にナショナルチー
ムのコーチとして派遣された生山咲さん。日本とはまったく違う環境に戸惑いな
がらも、若い選手たちの思いに応えて指導を続け、結果を出してきた。今、カン
ボジアの水泳チームは、東京オリンピックを目指している。

無限大の可能性を信じて
カンボジア水泳連盟のナショナルチームの未来をひらく

プールサイドで選手に
声をかける生山さん
写真:石川正瀬

プールサイドに集まった教え子たち

右：プノンペン・オリンピックスタ
ジアムにあるプールで練習する
ナショナルチームの選手たち。
写真：石川正頼／左上：カンボジ
ア水泳界の期待の星、ヴォレ
ア選手／左下：メコン河を泳い
でいるところをヘム・トンさんにス
カウトされて、水泳の才能を開
花させたチャントール選手

青
年
海
外
協
力
隊

カンボジア

ブダペストの世界選手権に出場したナショナルチームの3人の選手
と。中央が生山さん。右端はカウンターパートのヘム・キリーさん
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ン
に
と
ど
ま
ら
ず
、
11
年
に
は
北
部
の
古
都
・

ル
ア
ン
パ
バ
ン
で
第
１
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
大
会
が
開
か
れ
た
。
観
客
か
ら
は
「（
障
害
が

あ
る
の
に
）
ス
ポ
ー
ツ
に
取
り
組
ん
で
い
る
人

が
い
る
な
ん
て
知
ら
な
か
っ
た
し
、
プ
レ
ー
が

す
ご
い
」「
毎
年
で
も
開
催
し
て
ほ
し
い
」
な
ど

の
声
が
あ
が
っ
た
そ
う
だ
。「
と
て
も
や
さ
し
い

国
民
性
な
の
で
、
障
害
者
が
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る

に
学
び
、
と
も
に
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

を
目
指
す
」
と
熱
く
語
っ
て

い
て
、
水
泳
で
も
同
様
の
動

き
が
起
こ
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
は
先
進
的
な
試
み
で
、

ア
セ
ア
ン
の
モ
デ
ル
と
な
る

と
期
待
さ
れ
て
い
る
そ
う
だ
。

20
年
前
に
は
障
害
者
の
社
会

参
加
が
課
題
だ
っ
た
ラ
オ
ス

が
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
イ

ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
社
会
の
最

前
線
を
走
っ
て
い
る
。「
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
と
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
組
織
も
合
体
さ
せ

る
方
向
で
動
い
て
い
ま
す
。

人
口
６
５
０
万
人
で
競
技
人

PLAYERS
国際協力の担い手たち

ラオスの
障害者スポーツを支えて21年

NPO法人アジアの障害者活動を支援する会（ADDP）
1992年、任意団体として設立。障害者のエンパワーメントのために障害者スポーツの
有効性に着目し、東南アジアでスポーツ振興を行う。97年からラオスへの支援を開始。
ラオスでは障害者スポーツ振興支援、障害者リーダー育成セミナーの開催、障害者
就労支援、職業訓練などを行い、日本ではラオスからの研修員受け入れなどを行う。東
京とラオスに事務所を構える。

ADDP東京事務所
■ 東京都板橋区板橋3-57-5美咲ビル1F ■ TEL:03-6915-5545 ■ http://www.addp.jp

PLAYER’S PROFILE

ピ
ッ
ク
の
垣
根
を
超
え
て
、
練
習
場
所
を
合
同

で
使
っ
た
り
、
両
方
の
選
手
を
同
じ
コ
ー
チ
が

指
導
し
た
り
と
い
う
ラ
オ
ス
な
ら
で
は
の
ユ

ニ
ー
ク
な
動
き
が
出
て
い
る
。「
イ
ン
ク
ル
ー
シ

ブ＊

陸
上
講
習
会
」
が
開
か
れ
、
健
常
者
と
障
害

者
が
一
緒
に
指
導
を
受
け
た
。
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー
を
務
め
た
世
界
陸
上
選
手
権
銅
メ
ダ
リ
ス

ト
の
為
末
大
さ
ん
は
「
わ
け
隔
て
せ
ず
、
と
も

メコン地域の内陸国ラオス人民民主共和国。
スポーツを通した障害者支援を続けてきたADDPが、新たなプロジェクトに取り組んでいる。
文⃝久島玲子（編集部）

為末大さんが参加したインクルーシブ陸上講習会。障
害者も健常者もともに指導を受けた

上：首都ビエンチャンの障
害者専用体育館で練習
する女子チーム／中：視
覚障害者に向けたゴー
ルボールのワークショッ
プ／右：水泳のワーク
ショップも開催

ラオス
の社会を

変える人材
です！

内気で人と目も合わせられなかったけ
れど、バスケに取り組むうちにめきめき
と自信をつけた。バスケを続けるため
に、機械修理の仕事にも励んでいる。
日本の障害者支援団体「太陽の家」
での研修を経て、障害者スポーツの
リーダーとして活躍中。不発弾の事故で失明し家にこもりがち

だったが、学びたいという意欲をADDP
がつないでビエンチャンの盲学校に
入学。そこでゴールボールと出合い、
今では女子チームのリーダーとして活
躍している。女子チームはアセアンで
は強豪チームに成長し、アセアンパラ
ゲームでは銀メダルを獲得している。

ゴールボールの
リーダー

車いすバスケットボール
期待の星

夢は？
たくさんの
障害者を雇用する
会社の社長

夢は？
学校の先生
になること

代表の前島富子さん

ツ
団
体
な
ど
に
働
き
か
け
て
競
技
用
の
車
い
す

を
寄
贈
し
、
日
本
か
ら
プ
ロ
コ
ー
チ
も
招
請
し

た
。「
技
術
だ
け
で
な
く
、
バ
ス
ケ
を
心
か
ら

楽
し
み
な
さ
い
、
仲
間
を
つ
く
り
な
さ
い
と
い

う
こ
と
も
伝
え
ま
し
た
」。

　

そ
の
後
、
ラ
オ
ス
初
の
車
い
す
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
チ
ー
ム
が
生
ま
れ
、
２
０
０
７
年
に
は

ラ
オ
ス
、
日
本
、
タ
イ
、
マ
レ
ー
シ
ア
４
か
国

対
抗
の
国
際
車
い
す
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

が
行
わ
れ
た
。
ラ
オ
ス
で
は
初
と
な
る
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
の
国
際
大
会
は
、
多
く
の
人
に
ス

ポ
ー
ツ
で
障
害
者
の
可
能
性
が
広
が
る
こ
と
を

感
じ
さ
せ
た
。
そ
の
動
き
は
首
都
ビ
エ
ン
チ
ャ

ス
ポ
ー
ツ
で

障
害
者
の
自
立
を
促
す

　

Ａ
Ｄ
Ｄ
Ｐ
が
ラ
オ
ス
で
障
害
者
の
支
援
を
始

め
た
頃
、
同
国
に
は
当
事
者
団
体
が
な
く
、
家

族
が
面
倒
を
見
て
い
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
、

障
害
者
自
身
も
社
会
に
な
に
を
求
め
れ
ば
い
い

の
か
わ
か
ら
な
い
よ
う
だ
っ
た
と
、
代
表
の
前

島
富
子
さ
ん
は
ふ
り
返
る
。

　

そ
こ
で
前
島
さ
ん
た
ち
が
考
え
た
の
は
、
ス

ポ
ー
ツ
で
障
害
の
あ
る
人
と
社
会
と
の
接
点
を

作
り
出
す
こ
と
だ
っ
た
。
障
害
の
あ
る
人
が
ス

ポ
ー
ツ
に
取
り
組
み
、
仕
事
を
し
、
市
民
と
し

て
納
税
し
て
い
る
姿
を
見
て
き
た
前
島
さ
ん
は
、

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
障
害
の
あ
る
人
が
自
信
を

つ
け
、
仲
間
を
つ
く
り
、
と
き
に
は
社
会
を
変

え
る
リ
ー
ダ
ー
に
も
な
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た

か
ら
だ
。

　

ま
ず
取
り
組
ん
だ
の
は
車
い
す
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
。
医
療
用
車
い
す
で
プ
レ
ー
す
る
ス

ポ
ー
ツ
好
き
の
学
生
た
ち
は
い
た
が
、
雨
が
降

れ
ば
で
き
な
い
し
、
指
導
者
も
専
門
の
道
具
も

な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
日
本
の
障
害
者
ス
ポ
ー

姿
を
見
て
、
応
援
し
た
い
と

い
う
気
持
ち
を
持
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
地
方
で
の
大
会
を

展
開
し
て
い
け
ば
、
き
っ
と

社
会
が
変
わ
っ
て
い
く
と
感

じ
ま
し
た
」。

障
害
者
と

健
常
者
の

垣
根
を
超
え
て

　

こ
う
し
た
活
動
を
重
ね
て

き
た
Ａ
Ｄ
Ｄ
Ｐ
が
、
16
年
か

ら
J
I
C
A
と
協
力
し
て
取

り
組
ん
で
い
る
の
が
「
ラ
オ

ス
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
普
及
促

進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
、
ラ

オ
ス
政
府
が
障
害
者
ス
ポ
ー

スポーツを

通して誰もが
社会に参加できる

ラーさん

カマニーさん

ツ
を
促
進
・
振
興
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
支
援
す
る

も
の
。「
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
の
養
成
、

団
体
を
運
営
す
る
能
力
の
向
上
な
ど
に
包
括
的

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
日
本
の
障

害
者
ス
ポ
ー
ツ
が
歩
ん
で
き
た
道
で
も
あ
る
の

で
、
そ
の
経
験
や
知
見
を
活
か
し
た
い
。
国
レ

ベ
ル
で
の
制
度
設
計
が
で
き
れ
ば
、
ラ
オ
ス
の

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
に
大
き
な
進
展
を
も
た
ら
す

と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
前
島
さ
ん
。

　

そ
ん
な
な
か
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
パ
ラ
リ
ン

口
も
少
な
い
か
ら
か
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
の
意

識
の
醸
成
が
速
く
て
、
私
た
ち
も
驚
い
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
下
地
が
あ
る
の
で
、
障
害
の
あ

る
人
、
高
齢
者
、
子
ど
も
な
ど
誰
で
も
楽
し
め

る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
に
も
期
待

が
も
て
ま
す
。
日
本
の
経
験
や
知
見
を
活
か
し

て
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
誰
も
が
社
会
に
参
加

で
き
る
、
そ
ん
な
国
に
な
っ
て
い
く
と
う
れ
し

い
で
す
ね
」
と
前
島
さ
ん
は
笑
顔
で
締
め
く

く
っ
て
く
れ
た
。

＊ 本来の意味は「包み込むような、包摂的な」。そこから敷衍して、あらゆる人が孤立したり、排除されたりしないように援護し、社会の構成員として包み、支え合うこと

ラオス

ボリカムサイ県で行われた車いすバスケの講習会。地方は屋内体育館などの設備がなく、青空の下で練習している
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群馬県

実
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語

の
授
業
も
行
う
よ
う
に
な
り
、
2
0
0
3
年
に

は
ブ
ラ
ジ
ル
人
学
校
の
認
可
を
受
け
ま
し
た
」

　
た
だ
、
体
育
の
授
業
は
町
の
施
設
を
借
り
て

い
た
た
め
、
自
由
に
使
え
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
。

ま
た
、
両
親
が
共
働
き
の
家
庭
も
多
く
、
放
課

後
の
居
場
所
に
苦
労
す
る
子
ど
も
た
ち
も
い
た

た
め
、「
体
育
の
授
業
に
使
え
て
、
放
課
後
は

子
ど
も
た
ち
が
ス
ポ
ー
ツ
の
で
き
る
場
所
が
必

要
だ
」
と
い
う
思
い
か
ら
作
ら
れ
た
の
が
ネ
ス

ポ
・
フ
ッ
ト
サ
ル
場
だ
っ
た
。
授
業
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
放
課
後
に
は
日
伯
学
園
の
子
ど
も

た
ち
以
外
の
地
域
の
人
た
ち
も
フ
ッ
ト
サ
ル
を

楽
し
ん
で
い
る
。
ま
た
、
年
に
1
回
行
わ
れ
る

地
元
の
警
察
署
の
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
の
会
場
に

も
な
り
、
学
園
の
子
ど
も
チ
ー
ム
と
ブ
ラ
ジ
ル

人
の
大
人
の
チ
ー
ム
が
招
待
さ
れ
、
地
元
と
の

交
流
に
も
一
役
買
っ
て
い
る
。

カ
ポ
エ
イ
ラ
で

祖
国
の
文
化
を
学
ぶ

　
そ
ん
な
日
伯
学
園
で
こ
の
4
月
か
ら
始
ま
っ

た
の
が
カ
ポ
エ
イ
ラ
教
室
だ
。

　
カ
ポ
エ
イ
ラ
は
2
0
1
4
年
に
ユ
ネ
ス
コ
の

無
形
文
化
遺
産
に
も
登
録
さ
れ
た
ブ
ラ
ジ
ル
の

国
技
で
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
奴
隷
た
ち
か
ら
生
ま
れ

た
文
化
だ
。
歌
、
踊
り
、
音
楽
、
武
術
、
さ
ら

に
は
礼
儀
作
法
の
要
素
も
含
ん
で
い
て
、
ブ
ラ

ジ
ル
の
歴
史
や
文
化
が
凝
縮
し
た
ス
ポ
ー
ツ
と

い
え
る
。
実
際
、
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
学
校
の
必
須

科
目
に
な
っ
て
い
て
、
リ
オ
五
輪
の
開
会
式
で

演
舞
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。

「
日
本
に
い
る
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
子
ど
も
た
ち
は
、

言
葉
同
様
な
か
な
か
祖
国
ブ
ラ
ジ
ル
の
文
化
に

ジ
ル
人
の
子
ど
も
た
ち
の
教
育
に
も
携
わ
っ
て

き
た
。「
カ
ポ
エ
イ
ラ
は
神
に
捧
げ
る
歌
か
ら

始
ま
り
ま
す
が
、
練
習
の
時
も
同
じ
で
す
」
と

リ
マ
さ
ん
が
言
う
よ
う
に
、
大
人
た
ち
が
楽
器

を
手
に
サ
ン
バ
に
似
た
リ
ズ
ム
を
奏
で
、
そ
れ

に
乗
せ
た
歌
が
始
ま
る
と
先
生
と
子
ど
も
が
組

み
に
な
り
、
ダ
ン
ス
の
よ
う
な
、
格
闘
技
の
よ

う
な
不
思
議
な
動
き
が
く
り
広
げ
ら
れ
る
。

け
っ
し
て
速
い
動
き
で
は
な
い
が
、
音
に
乗
せ

た
ス
テ
ッ
プ
や
足
技
、
側
転
な
ど
全
身
を
使
う

動
き
が
絶
え
間
な
く
続
き
、
か
な
り
の
運
動
量

に
な
る
こ
と
が
わ
か
る
。
習
い
始
め
た
ば
か
り

の
小
さ
な
子
が
、
先
生
の
真
似
を
し
て
足
を
高

く
蹴
り
上
げ
る
姿
が
ほ
ほ
え
ま
し
い
。

「
2
人
組
で
や
る
カ
ポ
エ
イ
ラ
は
、動
き
に『
問

い
』
と
『
答
え
』
が
あ
り
、
言
葉
を
超
え
た
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
も
あ
り
ま
す
。
一
見
格

闘
技
に
も
見
え
ま
す
が
、
カ
ポ
エ
イ
ラ
の
〝
勝

者
〞
は
こ
れ
に
よ
っ
て
よ
り
幸
せ
を
感
じ
た
人
。

取
り
組
ん
で
い
る
子
ど
も
た
ち
や
そ
れ
を
見
る

親
た
ち
の
笑
顔
を
見
る
こ
と
が
、
自
分
自
身
の

満
足
で
も
あ
り
ま
す
」
と
リ
マ
さ
ん
。

　
高
野
さ
ん
も
「
ス
ポ
ー
ツ
は
世
界
の
み
ん
な

が
手
を
取
り
合
っ
て
で
き
る
も
の
。
ブ
ラ
ジ
ル

の
ス
ポ
ー
ツ
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
は
ブ
ラ

ジ
ル
人
だ
け
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
カ
ポ

エ
イ
ラ
教
室
は
、
日
本
人
も
大
歓
迎
で
す
」
と

言
う
。

　
言
葉
や
フ
ッ
ト
サ
ル
を
通
し
て
日
本
と
ブ
ラ

ジ
ル
を
つ
な
い
で
き
た
高
野
さ
ん
。
つ
な
が
る

た
め
の
新
た
な
手
段
と
し
て
選
ん
だ
カ
ポ
エ
イ

ラ
が
、
大
泉
町
か
ら
国
を
超
え
て
広
が
っ
て
い

く
未
来
が
見
え
て
く
る
よ
う
だ
。

触
れ
る
機
会
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
最
近
の

日
本
の
子
ど
も
た
ち
と
同
じ
よ
う
に
テ
レ
ビ
や

ゲ
ー
ム
の
時
間
が
増
え
、
体
を
動
か
さ
な
く

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
文
化

を
学
び
、
さ
ら
に
体
を
鍛
え
ら
れ
る
カ
ポ
エ
イ

ラ
を
子
ど
も
た
ち
に
教
え
よ
う
と
教
室
を
始
め

ま
し
た
」

　
先
生
の
ウ
イ
ル
ソ
ン
・
リ
マ
さ
ん
は
16
歳
か

ら
カ
ポ
エ
イ
ラ
を
始
め
、
カ
ポ
エ
イ
ラ
歴
は
44

年
と
い
う
大
ベ
テ
ラ
ン
で
、
長
年
日
本
で
ブ
ラ

曜
日
に
な
る
と
、
群
馬
県
大
泉
町
に

あ
る
日
伯
学
園
と
隣
接
す
る
ネ
ス

ポ
・
フ
ッ
ト
サ
ル
場
は
子
ど
も
た
ち
の
に
ぎ
や

か
な
声
で
溢
れ
る
。
少
年
た
ち
が
コ
ー
ト
で
励

ん
で
い
る
の
は
フ
ッ
ト
サ
ル
の
練
習
。
い
っ
ぽ

う
学
園
の
教
室
で
は
机
と
椅
子
を
片
付
け
て
広

い
空
間
を
作
り
、
幼
い
子
ど
も
た
ち
が
ブ
ラ
ジ

ル
の
国
技
・
カ
ポ
エ
イ
ラ
の
練
習
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

「
フ
ッ
ト
サ
ル
コ
ー
ト
を
作
り
、
体
育
の
授
業

を
は
じ
め
自
由
に
ス
ポ
ー
ツ
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
2
0
0
7
年
か
ら
で
す
。
ス
ポ
ー

ツ
で
体
を
動
か
す
こ
と
は
心
身
の
健
康
に
つ
な

が
り
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
積
極
性
が

生
ま
れ
た
り
、
仲
間
を
作
っ
て
交
流
が
広
が
っ

た
り
、
そ
ん
な
効
果
も
実
感
し
て
き
ま
し
た
」。

そ
う
語
る
の
は
、
日
伯
学
園
を
運
営
す
る
大
泉

日
伯
セ
ン
タ
ー
理
事
長
の
高
野
祥
子
さ
ん
だ
。

ブ
ラ
ジ
ル
人
の
子
ど
も
た
ち
の

心
身
を
育
む
場
所

　
大
泉
町
は
人
口
の
約
1
割
を
ブ
ラ
ジ
ル
人
が

占
め
る
、
日
本
で
い
ち
ば
ん
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
比

率
が
高
い
町
だ
。
1
9
9
0
年
の
入
国
管
理
法

の
改
正
で
多
数
の
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
が
家
族
と

と
も
に
日
本
に
や
っ
て
き
て
、
そ
の
多
く
が
自

動
車
や
家
電
関
連
の
工
場
の
あ
る
大
泉
町
に
住

ん
で
い
る
。

 

「
91
年
に
ブ
ラ
ジ
ル
人
に
向
け
た
日
本
語
塾
と

し
て
大
泉
日
伯
セ
ン
タ
ー
を
立
ち
上
げ
ま
し
た

が
、
そ
の
う
ち
に
子
ど
も
た
ち
は
日
本
語
の
ほ

う
が
得
意
に
な
る
け
れ
ど
も
、
親
世
代
は
日
本

語
が
わ
か
ら
ず
、
親
子
の
間
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
取
り
に
く
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
現

世界とつながる
教室

日伯学園
（群馬県

）

日

スポーツを通して
母国ブラジルの文化を学ぶ
東武大泉線の西小泉駅を降りると、見慣れない単語を看板に掲げた店が目につく。
八百屋の店先の値札もだ。実はどれもポルトガル語。
日本でいちばんブラジル人率が高い町、ここ群馬県大泉町で
1991年からブラジル人に向けて日本語・ポルトガル語の
学校を運営してきた大泉日伯センターでは、
スポーツを通してブラジル人や地域の子どもたちの心身を育んでいる。
文⃝久島玲子（編集部）

PROFIEL
たかのしょうこ●1945年、中国生まれ。翌年日本に
引き揚げ、58年にブラジル移住。89年、帰国。91
年、群馬県大泉町に日本語塾・大泉日伯センター
（現・日伯学園）を開設、ポルトガル語の通訳とし
て警察などを手伝う。2001年、NPO大泉国際教育
技術普及センター設立。04年、日伯学園がブラジ
ル人学校としてブラジル政府から認可。09年、国
際交流基金の地球市民賞受賞。ブラジル人子弟
の教育や地域の日本人との交流に尽力している。

大泉町のいずみ緑道で行われる「活きな世界のグル
メ横丁」でカポエイラを披露して、観客を魅了した

上：毎年行われている「大泉警察署長杯フットサル大会」。地元
警察署のチームに日伯学園のチーム、ブラジル人チームが加わ
り、みんなでフットサルを楽しむ／左：一緒にボールを追いかけ、
汗を流し、試合の後にはみんなでおたがいの健闘をたたえ合う

カポエイラの動きをやってみせてくれ
た先生のリマさん（右）、リマさんの師
匠マスター・マンデラさん（中央）

ベリンバウ（弦楽器）、アタバケ（太鼓）、ヘ
コ・ヘコ（打楽器）など独特の楽器を演奏
する人たちに囲まれて行われるカポエイラ
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加
し
ま
し
た
。
そ
う
し

た
活
動
を
通
し
て
、
将

来
は
途
上
国
で
世
の
中

の
た
め
に
な
る
仕
事
が

し
た
い
と
思
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
イ
ン
ド
の
視
覚
障
害

者
施
設
で
イ
ン
タ
ー
ン

を
し
た
頃
は
ま
だ
英
語

が
話
せ
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
歌
や
ダ
ン
ス
、

ク
リ
ケ
ッ
ト
な
ど
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で

心
を
通
わ
せ
ら
れ
た
こ
と
が
強
く
印

象
に
残
り
ま
し
た
。ま
た
、カ
メ
ル
ー

ン
の
環
境
N
G
O
で
イ
ン
タ
ー
ン
を

し
た
と
き
に
は
、
サ
ッ
カ
ー
を
通
じ

て
多
く
の
友
人
を
作
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。い
ま
、業
務
の
合
間
を
縫
っ

て
ス
ポ
ー
ツ
の
事
業
に
携
わ
っ
て
い

る
の
は
、
こ
う
し
た
身
体
を
使
っ
た

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
原
体
験
が

あ
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　
2
0
1
5
年
に
J
I
C
A
に
入

構
し
、
パ
ラ
グ
ア
イ
事
務
所
で
の

O
J
T
を
経
て
青
年
海
外
協
力
隊
事

務
局
に
配
属
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
の

担
当
案
件
の
一
つ
に
、
19
年
に
日
本

で
開
催
さ
れ
る
ア
ジ
ア
で
初
め
て
の

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
や
20
年

の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
向
け
た
ア
ジ
ア
地
域
に
お

け
る
ラ
グ
ビ
ー
の
普
及
・
強
化
に
関

す
る
協
力
事
業
が
あ
り
ま
す
。
ア
ジ

ア
の
ラ
グ
ビ
ー
の
競
技
人
口
は
世
界

の
競
技
人
口
の
1
割
に
す
ぎ
ず
全
体

の
底
上
げ
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
私
は
17
年
2
月
に
、
ア
ジ
ア
に
お

け
る
ラ
グ
ビ
ー
の
統
括
団
体
で
あ
る

「
ア
ジ
ア
ラ
グ
ビ
ー
」
の
執
行
理
事

会
に
J
I
C
A
の
代
表
と
し
て
参
加

し
ま
し
た
。
ア
ジ
ア
各
国
か
ら
集

ま
っ
た
執
行
理
事
の
方
々
へ
、
現
地

に
長
期
間
滞
在
し
、
ラ
グ
ビ
ー
を
草

の
根
か
ら
育
成
・
普
及
で
き
る
青
年

海
外
協
力
隊
の
派
遣
事
業
や
、
日
本

の
大
学
の
ラ
グ
ビ
ー
部
を
チ
ー
ム
と

し
て
派
遣
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
に

つ
い
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し
ま

し
た
。
ア
ジ
ア
ラ
グ
ビ
ー
全
体
の
戦

略
や
方
針
と
足
並
み
を
そ
ろ
え
た
取

り
組
み
の
必
要
性
を
真
摯
に
説
明
し

た
こ
と
で
信
頼
を
得
る
こ
と
が
で
き
、

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
後
に
は
各

国
の
理
事
の
方
々
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の

国
に
お
け
る
ラ
グ
ビ
ー
の
普
及
・
育

成
に
つ
い
て
議
論
し
、
青
年
海
外
協

力
隊
の
派
遣
に
つ
い
て
も
具
体
的
な

話
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

 「
感
動
」と「
共
感
」
─
。

ス
ポ
ー
ツ
だ
か
ら
で
き
る
こ
と

　
17
年
6
月
に
産
業
開
発
・
公
共
政

策
部
へ
異
動
し
ま
し
た
。
途
上
国
の

起
業
家
育
成
や
産
業
振
興
の
案
件
を

担
当
す
る
一
方
で
、
ス
ポ
ー
ツ
案
件

の
企
画
・
推
進
を
担
う
連
絡
会
で
の

活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
い
ま
取
り
組
ん
で
い
る
案
件
の
一

つ
に
、
ブ
ラ
イ
ン
ド
サ
ッ
カ
ー
を
活

用
し
た
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
「
ス
ポ
育
」
を
、
ア
フ
リ
カ

で
実
施
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ
り

ま
す
。
ス
ポ
育
は
視
覚
障
害
者
の
日

常
を
実
際
に
体
験
し
て
も
ら
う
こ
と

で
、
多
様
な
個
性
へ
の
理
解
や
他
者

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
気

づ
き
を
促
す
優
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

す
。
参
加
者
に
ア
イ
マ
ス
ク
を
着
け

て
も
ら
い
、
ブ
ラ
イ
ン
ド
サ
ッ
カ
ー

の
選
手
と
と
も
に
さ
ま
ざ
ま
な
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

「
あ
ら
ゆ
る
生
活
の
場
面
で
、
健
常

者
と
視
覚
障
害
者
が
当
た
り
前
の
よ

う
に
隣
り
合
う
社
会
を
築
く
」
―
―

こ
れ
は
ス
ポ
育
を
作
成
し
た
日
本
ブ

ラ
イ
ン
ド
サ
ッ
カ
ー
協
会
事
務
局
長

の
松
崎
英
吾
さ
ん
の
言

葉
で
す
が
、
私
も

J
I
C
A
で
の
取
り
組

み
を
通
じ
て
、
そ
の
ビ

ジ
ョ
ン
の
実
現
に
貢
献

し
た
い
と
強
く
思
っ
て

い
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
に
も
、
イ

ン
ド
と
ス
リ
ラ
ン
カ
の

組
織
や
国
境
を
超
え
て

ス
ポ
ー
ツ
で
つ
な
が
る

　
私
は
J
I
C
A
の
中
で
、
部
署
を

超
え
た
「
開
発
と
ス
ポ
ー
ツ
推
進
連

絡
会
」
に
所
属
し
て
お
り
、
そ
こ
で

は
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
教
育
や
震
災

復
興
支
援
な
ど
の
取
り
組
み
を
進
め

て
い
ま
す
。
本
来
の
所
属
部
署
の
業

務
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
の
は
難
し

い
こ
と
で
す
が
、
大
好
き
な
ス
ポ
ー

ツ
と
国
際
協
力
を
掛
け
合
わ
せ
た
取

り
組
み
に
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま

す
。

　
小
さ
な
頃
は
、
大
好
き
な
サ
ッ

カ
ー
を
仕
事
に
し
た
い
と
考
え
、
プ

ロ
サ
ッ
カ
ー
選
手
を
目
指
し
て
毎
日

練
習
し
て
い
ま
し
た
。
高
校
生
の
頃

に
途
上
国
の
貧
困
や
紛
争
の
問
題
を

知
り
、
次
第
に
国
際
協
力
の
分
野
に

も
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

大
学
で
は
、
ま
ず
は
、
自
分
の
目
で

確
か
め
た
い
と
思
い
、
途
上
国
で
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
イ
ン
タ
ー
ン
に
参

日本ラグビーフットボール協会（JRFU）と
の連携協力事業「JICA-JRFUスクラム
プロジェクト」で発表する小泉さん

インターンで参加したカメルーンの環境NGOのメンバーと

─信頼で世界をつなぐ─
スタッフ インタビュー

JICA STAFF
From Headquarters

小泉 泰雅
KOIZUMI Taiga
産業開発・公共政策部
民間セクターグループ

1991年生まれ、東京都出身。大学在学中に
途上国での障害者支援や環境保全を行う
NGOでのインターンを経験する。2015年、JICA
に入構。組織内でスポーツを通じた国際協力
事業を推進する、「サッカー分科会」と「ラグ
ビー分科会」の運営・活動に携わる。

スポーツの持つ力を
国際協力に活かしたい

子
ど
も
た
ち
に
国
際
交
流
の
機
会
を

提
供
す
る
ラ
グ
ビ
ー
の
国
際
試
合
の

開
催
や
、
東
日
本
大
震
災
の
復
興
支

援
と
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
を
掛
け

合
わ
せ
た
、
F
I
F
A
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン

グ
の
実
施
な
ど
の
準
備
を
し
て
い
ま

す
。
ス
ポ
ー
ツ
は
誰
で
も
参
加
す
る

こ
と
が
で
き
、
言
語
や
文
化
、
宗
教

を
超
え
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
。
だ
か
ら

こ
そ
、
健
康
促
進
や
青
少
年
の
健
全

な
育
成
、
民
族
の
融
和
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
に
広
く
可
能
性
が
開
か

れ
て
い
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
の
持
つ「
感
動
」や「
共

感
」
の
力
を
開
発
協
力
に
ど
う
活
か

せ
る
の
か
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
ス

ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
社
会
の
課
題
を
解

決
で
き
る
か
を
、
今
後
も
探
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。



J
I
C
A
は
5
月
3
日
、
ア

フ
リ
カ
地
域
に
お
け
る

S
D
G
s
の
達
成
に
向
け
て
、
三

井
物
産
株
式
会
社
（
三
井
物
産
）

お
よ
びE

T
C G

rou
p Lim

ited

（
E
T
G
）
と
協
力
覚
書
を
交
わ

し
ま
し
た
。
東
ア
フ
リ
カ
・
環
イ

ン
ド
洋
地
域
を
中
心
に
農
産
物
や

農
業
資
材
な
ど
の
取
引
・
販
売
を

広
く
展
開
し
て
い
る
E
T
G
お
よ

び
、
同
社
へ
の
出
資
を
通
じ
て
食

農
分
野
で
の
事
業
拡
大
を
目
指
す

三
井
物
産
と
J
I
C
A
と
が
連
携

し
、
ア
フ
リ
カ
地
域
の
小
規
模
農

家
に
お
け
る
生
計
の
向
上
を
目
指

し
ま
す
。

　

J
I
C
A
は
ア
フ
リ
カ
各
国
の

政
府
と
と
も
に
、「
儲
か
る
農
業
」

の
実
践
に
向
け
て
小
規
模
農
家
の

意
識
変
革
を
促
す
「
市
場
志
向
型

農
業
振
興（
S
H
E
P
）ア
プ
ロ
ー

チ
」
の
導
入
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
農
家
の
支
援
ニ
ー
ズ
は

O
D
A
と
途
上
国
予
算
で
は
対
応

し
き
れ
な
い
ほ
ど
大
き
く
、
農
家

の
所
得
向
上
に
配
慮
し
た
ビ
ジ
ネ

ス
や
、
企
業
の
社
会
的
責
任
と
し

て
農
家
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
民

間
セ
ク
タ
ー
と
の
連
携
強
化
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
E
T
G
は
S
H
E
P
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
て
、
生
産
意
欲

と
栽
培
技
術
を
高
め
る
支
援
を
小

規
模
農
家
に
提
供
し
、
生
産
さ
れ

 「
高

い
強
度
と
し
な
や
か
さ

を
持
つ
新
合
金
を
発

見
」

│
そ
ん
な
研
究
結
果
が
今

年
2
月
、
世
界
的
な
学
術
メ
デ
ィ

ア
と
し
て
知
ら
れ
る
『
サ
イ
エ
ン

テ
ィ
フ
ィ
ッ
ク
・
リ
ポ
ー
ツ
』
に

掲
載
さ
れ
世
界
を
驚
か
せ
ま
し
た
。

こ
の
研
究
に
重
要
な
役
割
を
果
た

し
た
の
は
、
イ
ン
ド
工
科
大
学
ハ

イ
デ
ラ
バ
ー
ド
校
（
I
I
T
-
H
）

准
教
授
の
ピ
ナ
キ
・
プ
ラ
サ
ー
ド
・

バ
ッ
タ
チ
ャ
ラ
ジ
ー
さ
ん
と
京
都

大
学
教
授
の
辻
伸
泰
さ
ん
で
す
。

　

こ
の
研
究
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

る
の
は
、
2
0
1
2
年
か
ら
始
ま

り
日
印
の
産
学
連
携
推
進
を
目
指

し
た
J
I
C
A
の
「
I
I
T
ハ
イ

デ
ラ
バ
ー
ド
校
日
印
産
学
研
究

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
支
援
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
で
す
。
こ
れ
ま
で
日

本
と
I
I
T
-
H
の
研
究
者
約

2
0
0
名
が
行
き
来
し
、
共
同

研
究
、特
別
講
義
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
ま

た
、
学
生
と
企
業
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

の
学
び
を
通
じ
て
、
日
印
の
懸
け

橋
と
な
る
人
材
が
育
っ
て
い
ま
す
。

　

情
報
技
術
分
野
に
お
け
る
高
度

な
専
門
人
材
の
需
要
が
急
速
に
高

ま
る
な
か
、
日
印
の
い
っ
そ
う
の

連
携
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。東京大学で最先端のナノテク複合材料を研究

するIIT-Hからの留学生、ディヴィヤ・アナンドさん
覚書が交わされた「日アフリカ官民経済フォーラ
ム」の式典にて

トイレのそばにあり衛生状態が懸念される現在の浅井戸

JICAの最新ニューストピックス

バングラデシュの避難民キャンプで 
最大級の給水施設建設へ 

三井物産と協力。「儲かる農業」で 
小規模農家を支援

進む産学連携。日印の連携で 
最先端の研究に挑む 

01

0203
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2
0
1
7
年
8
月
以
降
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
か
ら
バ
ン
グ

ラ
デ
シ
ュ
に
避
難
し
て
き
た
人
々

は
約
80
万
人
に
も
達
す
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
避
難
民
の
約
8
割

が
生
活
す
る
ク
ト
ゥ
パ
ロ
ン
避
難

民
キ
ャ
ン
プ
で
は
、
緊
急
に
掘
削

さ
れ
た
浅
井
戸
の
水
が
枯
渇
し
つ

つ
あ
る
う
え
、
井
戸
の
大
半
が
大

腸
菌
に
汚
染
さ
れ
て
い
る
と
の
調

査
結
果
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

キ
ャ
ン
プ
に
お
け
る
水
の
衛
生

問
題
が
深
刻
化
す
る
な
か
、
バ
ン

グ
ラ
デ
シ
ュ
政
府
は
地
方
給
水
分

野
で
過
去
20
年
に
わ
た
る
協
力
実

績
を
持
つ
J
I
C
A
に
支
援
を
要

請
し
、
新
た
な
給
水
施
設
の
建
設

が
決
定
し
ま
し
た
。

　

J
I
C
A
が
建
設
す
る
給
水
施

設
は
、
深
さ
約
4
0
0
メ
ー
ト

ル
の
深
井
戸
と
総
延
長

5
1
9
0
メ
ー
ト
ル
の
水
道
管
、

計
2
1
6
口
の
給
水
口
か
ら
な

り
、
水
質
を
集
中
管
理
す
る
こ
と

で
安
全
な
水
の
供
給
を
可
能
に
し

ま
す
。
給
水
対
象
者
数
は
約
4
万

人
に
の
ぼ
り
、
キ
ャ
ン
プ
内
最
大

の
給
水
施
設
に
な
り
ま
す
。

　

4
月
8
日
に
行
わ
れ
た
着
工
式

で
は
、
同
国
の
公
衆
衛
生
工
学
局

職
員
よ
り
「
非
常
に
多
く
の
避
難

民
へ
の
着
実
な
対
応
は
バ
ン
グ
ラ

デ
シ
ュ
政
府
に
と
っ
て
大
き
な
課

題
だ
が
、
日
本
か
ら
の
支
援
を
得

て
給
水
施
設
の
建
設
に
着
手
す
る

こ
と
が
で
き
た
」
と
、
感
謝
の
言

葉
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

J
I
C
A
は
今
回
の
支
援
に
先

立
ち
、
避
難
民
キ
ャ
ン
プ
に
派
遣

さ
れ
る
看
護
師
を
対
象
と
し
た
災

害
看
護
の
事
前
研
修
や
、
感
染
症

予
防
の
た
め
の
機
材
提
供
な
ど
の

支
援
も
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

今
後
、
避
難
民
の
大
量
流
入
に
よ

り
大
き
な
影
響
を
受
け
た
地
方
自

治
体
へ
の
、
イ
ン
フ
ラ
修
復
や
教

育
関
連
機
材
の
支
援
な
ど
も
計
画

し
て
い
ま
す
。

た
高
品
質
の
農
産
物
を
適
正
な
価

格
で
買
い
取
る
予
定
で
す
。
す
で

に
マ
ラ
ウ
イ
で
連
携
の
話
し
合
い

が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
今
後
順
次

こ
の
取
り
組
み
を
拡
大
し
て
い
く

予
定
で
す
。

ク
づ
く
り
も
サ
ポ
ー
ト
し
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
主
催
し
た
セ
ミ
ナ
ー

が
き
っ
か
け
で
日
本
の
自
動
車

メ
ー
カ
ー
に
就
職
し
た
学
生
も
い

ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
I
I
T

-
H
学
生
の
日
本
へ
の
留
学
を
支

援
す
る
な
ど
研
究
人
材
の
育
成
支

援
も
行
っ
て
お
り
、
日
本
の
研
究

者
と
の
交
流
や
日
本
的
な
考
え
方
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視覚障がい児向けの事業
では、サマーキャンプやほか
のスポーツの体験会も開
催。“楽しい”スポーツ体験
が、運動能力や社会的スキ
ルの向上につながっていく

＊

視覚障がい者と
健常者が

混ざり合う社会

N
P
O
法
人

日
本
ブ
ラ
イ
ン
ド
サ
ッ
カ
ー
協
会 

事
務
局
長 

松
崎
英
吾

Voice
44

　

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の
な
か
で
も
、
ブ

ラ
イ
ン
ド
サ
ッ
カ
ー
の
普
及
に
携
わ
っ
て

き
ま
し
た
。
ま
ず
取
り
組
ん
だ
の
は
、
ビ

ジ
ョ
ン
（
理
念
）
を
作
る
こ
と
。〝
ブ
ラ

イ
ン
ド
サ
ッ
カ
ー
を
通
じ
て
、
視
覚
障
が

い
者
と
健
常
者
が
当
た
り
前
に
混
ざ
り
合

う
社
会
を
築
く
〞
こ
と
を
掲
げ
ま
し
た
。

試
合
に
勝
つ
こ
と
は
大
切
で
す
し
、
競
技

ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
の
普
及
は
大
切
で
す
。

た
だ
、
競
技
を
振
興
す
る
先
に
、
な
に
が

あ
る
の
か
？　

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
だ
か

ら
こ
そ
社
会
に
提
供
で
き
る
価
値
も
あ
る

は
ず
で
す
。
理
屈
で
障
が
い
者
と
の
接
し

方
を
学
ぶ
の
で
は
な
く
、
体
を
動
か
し
な

が
ら
主
体
的
に
気
づ
く
こ
と
、
そ
れ
が
障

が
い
者
へ
の
理
解
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

取
り
組
み
始
め
た
の
は
、
企
業
や
個
人
、

学
校
に
向
け
た
体
験
す
る
機
会
の
提
供
で

す
。
多
い
時
に
は
、
小
学
校
に
対
し
年
間

5
0
0
件
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
参
加

者
が
ブ
ラ
イ
ン
ド
サ
ッ
カ
ー
の
体
験
を
通

じ
て
、
障
が
い
の
理
解
は
も
ち
ろ
ん
、
信
頼

関
係
や
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
再
発
見

で
き
る
場
で
す
。
そ
れ
ら
の
体
験
か
ら
、
競

技
を
応
援
し
て
く
れ
る
人
や
、
サ
ポ
ー
ト
し

て
く
れ
る
企
業
も
増
え
て
い
き
ま
し
た
。

　
ブ
ラ
イ
ン
ド
サ
ッ
カ
ー
は
、
フ
ッ
ト
サ
ル

（
5
人
制
サ
ッ
カ
ー
）
を
基
に
ル
ー
ル
が
考

案
さ
れ
て
お
り
、
障
が
い
の
程
度
に
よ
っ
て

ブ
ラ
イ
ン
ド
サ
ッ
カ
ー
と
、
ロ
ー
ビ
ジ
ョ
ン

フ
ッ
ト
サ
ル
の
二
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分

か
れ
て
い
ま
す
。
ブ
ラ
イ
ン
ド
サ
ッ
カ
ー

め
て
ブ
ラ
イ
ン
ド
サ
ッ
カ
ー
の
教
室
も
開

い
て
い
ま
す
。
運
動
す
る
機
会
や
場
が
少

な
い
参
加
者
の
子
ど
も
た
ち
は
、
当
初
、

運
動
能
力
検
査
を
行
う
と
Ａ
か
ら
Ｅ
の
5

段
階
で
ほ
と
ん
ど
が
最
下
位
の
Ｅ
判
定
で

し
た
。
と
こ
ろ
が
、
教
室
を
始
め
て
３
年

も
経
つ
と
Ｃ
判
定
ま
で
向
上
す
る
子
ど
も

た
ち
が
増
え
て
い
き
ま
し
た
。
運
動
能
力

が
そ
も
そ
も
低
い
わ
け
で
は
な
く
、
十
分

な
参
加
機
会
が
な
か
っ
た
か
ら
だ
と
考
え

ま
す
。
ま
た
、
運
動
能
力
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
団
体
行
動
を
す
る
こ
と
で
、
挨

拶
や
ピ
ッ
チ
内
の
声
か
け
な
ど
、
自
分
か

ら
声
を
出
し
て
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
社
会
的
ス
キ
ル
の
向
上
に

も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
、
国
際
視
覚
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
連

盟
の
理
事
に
な
り
ま
し
た
。
日
本
で
ブ
ラ

イ
ン
ド
サ
ッ
カ
ー
の
普
及
に
取
り
組
ん
で

き
た
経
験
を
生
か
し
て
、世
界
で
も
、も
っ

と
果
た
せ
る
役
割
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
た
か
ら
で
す
。

　

た
と
え
ば
、
ブ
ラ
イ
ン
ド
サ
ッ
カ
ー
の

途
上
国
へ
の
紹
介
。
日
本
で
の
活
動
同
様
、

は
、
視
覚
を
閉
じ
た
状
態
で
プ
レ
ー
し
、
技

術
だ
け
で
は
な
く
、
視
覚
障
が
い
者
と
健
常

者
が
力
を
合
わ
せ
て
プ
レ
ー
し
ま
す
。
ロ
ー

ビ
ジ
ョ
ン
フ
ッ
ト
サ
ル
は
、
弱
視
の
選
手
が

お
も
に
プ
レ
ー
し
ま
す
。

　

視
覚
障
が
い
者
自
身
に
と
っ
て
の
ブ
ラ

イ
ン
ド
サ
ッ
カ
ー
の
価
値
と
は
な
ん
で

し
ょ
う
か
？　
「
ピ
ッ
チ
で
プ
レ
ー
し
て

い
る
と
き
に
は
障
が
い
を
忘
れ
る
」
と
言

う
選
手
も
い
ま
す
。
日
ご
ろ
、
街
な
か
で

不
便
を
感
じ
る
こ
と
の
多
い
視
覚
障
が
い

者
に
と
っ
て
、
ピ
ッ
チ
の
中
は
、
み
ず
か

ら
考
え
、
判
断
し
、
自
由
に
動
き
回
れ
る

空
間
で
す
。
ま
た
ブ
ラ
イ
ン
ド
サ
ッ
カ
ー

は
、
自
分
か
ら
声
を
か
け
て
チ
ー
ム
で
戦

う
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
視
覚
障
が
い
者
は
、

と
き
に
「
待
ち
の
障
が
い
」
と
い
わ
れ
ま

す
。
声
を
か
け
ら
れ
る
の
を
待
つ
受
動
的

な
部
分
が
あ
る
か
ら
で
す
。
し
か
し
ブ
ラ

イ
ン
ド
サ
ッ
カ
ー
は
、
み
ず
か
ら
声
を
か

け
る
、
発
信
を
す
る
こ
と
に
始
ま
り
、
負

け
た
く
な
い
と
い
う
気
持
ち
を
育
む
に
は

効
果
的
な
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

　

視
覚
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
を
集

障
が
い
者
の
支
援
の
観
点
に
加
え
て
、
イ

ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
教
育＊

な
ど
、
障
が
い
者

と
健
常
者
が
と
も
に
生
き
る
こ
と
を
、
ス

ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
考
え
る
機
会
づ
く
り
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
医
療
の
発
達
と
と
も
に
先
進
国

の
視
覚
障
が
い
者
の
数
は
減
少
傾
向
に
あ

る
一
方
、
途
上
国
の
視
覚
障
が
い
者
の
数

は
い
ま
だ
に
増
え
て
い
ま
す
。
し
か
も
そ

の
多
く
は
、
治
療
可
能
性
が
高
い
と
い
わ

れ
て
い
な
が
ら
、
一
部
の
国
で
は
、
視
覚

障
が
い
者
は
行
動
範
囲
が
狭
か
っ
た
り
、

家
族
も
外
出
さ
せ
た
が
ら
な
か
っ
た
り
す

る
た
め
、〝
発
見
〞
す
る
こ
と
が
困
難
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
誰
も
が
知
っ
て
い
る

サ
ッ
カ
ー
と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
ブ

ラ
イ
ン
ド
サ
ッ
カ
ー
が
広
が
り
、
彼
ら
彼

女
ら
が
一
歩
外
に
出
て
、
治
療
に
ア
ク
セ

ス
す
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ブ
ラ
イ
ン
ド
サ
ッ
カ
ー
の
普
及
と
と
も
に
、

視
覚
障
が
い
者
が
減
少
し
て
い
く
、
そ
の

よ
う
な
ス
ポ
ー
ツ
に
な
れ
る
可
能
性
を
秘

め
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ブ
ラ
イ
ン
ド
サ
ッ
カ
ー
を
は
じ
め
と
す

る
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
は
、
社
会
の
多
様

性
の
理
解
促
進
や
変
化
を
生
み
出
す
力
を

持
っ
て
い
ま
す
。「
ス
ポ
ー
ツ
と
開
発
」

へ
の
注
目
が
高
ま
っ
て
い
る
な
か
、
そ
の

可
能
性
を
さ
ら
に
切
り
拓
き
、「
混
ざ
り

合
う
社
会
」
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

＊多様な価値観や考え方を持つ一人一人の能力や経験を活かした、個人や組織に役立つ人材開発

※「Voice」の内容は、筆者の個人的見解に基づいています

写真提供：
日本ブラインドサッカー協会

PROFILE
まつざきえいご
1979年、千葉県松戸市生まれ。国際基督教大学卒。一般企業に就職。在
職中に携わっていたブラインドサッカーを通じて、社会を変えたいとの想いから
退職し、日本視覚障害者サッカー協会（現・NPO法人日本ブラインドサッカー協
会）の事務局長に就任。「サッカーで混ざる」をビジョンに掲げる。事業型で非
営利という新しい形のスポーツ組織を目指す。2児の父。スポーツ庁・経済産業
省「スポーツ未来開拓会議」委員、国際視覚障害者スポーツ連盟（IBSA）理事

2020年東京パラリンピックでのメダル 
獲得へ向けて、ブランドサッカー日本代
表は強化試合や遠征試合を行っている
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もっと詳しく知りたい人は…

文化に関する無償資金協力
http://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/culture/musho/

整備した卓球台を囲んで。こんなに多くの子どもたちが
卓球に取り組んでいる（コスタリカ）

床が整備され思い切り練習できるようになった。写真は子ども向けの体操教室（コロンビア）

＊Sport for Tomorrow　2014～20年に官民連携のもと、開
発途上国を中心とした100か国・1,000万人以上を対象に
推進されるスポーツ国際貢献事業

外務省 大臣官房 文化交流・海外広報課
首席事務官

髙水 英郎
TAKAMIZU Hidero

ココシリ
「こ

・

こ
・

が知
・

り
・

たい」。国際協力に関係する政策を
外務省の担当者が分かりやすく解説します。

1994年、外務省入省。在ハンガリー日本国大使館、大臣官房広報文化外
交戦略課、総合外交政策局国際安全・治安対策協力室などを経て現職。

アゼルバイジャンでは、草の根文化無償資金協力で
スポーツセンターを改修した

「文化に関する無償資金協力」ってなんですか？どんな支援が行われているの？

スポーツ分野への支援に期待される効果は？

日本が支えるボツワナの柔道

　開発途上国のスポーツを含む文化面
での国づくりを支援するために、1975年
度に創設された制度です。具体的には、
途上国の文化・スポーツ関連の施設や
機材の整備に必要な資金を供与するこ
とで、文化・スポーツ振興を図るとともに、
日本との交流や友好関係強化、相互
理解を促進することを目的としています。
協力のスキームとしては、途上国の政
府機関への支援である「一般文化無
償資金協力」と、NGOや地方公共団体
への小規模な支援である「草の根文化
無償資金協力」の二つがあります。ス

ポーツ分野の支援相手は草の根レベル
の団体が多いこともあり、後者による支
援が大勢を占めています。
　草の根文化無償資金協力が発足し
たのは2000年。それから2017年度まで
の実施総額は約33億1,000万円、474

件にのぼります。最貧国は脱したものの、
自国文化の保存・普及やスポーツ振興
を図りたいが、財政上の制約などもあっ
てできない国は多数あります。一方こう
した分野は、他国による支援ではほぼ取
り組まれていないのが現状です。スポー
ツや文化振興はそれぞれの国自体が担

うものという考え方もありますが、世界に
貢献する日本独自の支援の形として、こ
れからも継続していきたいと思います。

　日本との交流を促進するとの観点も
ふまえ、柔道や空手など日本の武道普
及の支援として、道場建設・改修、畳
マットなどの器材整備などを以前から実
施してきました。現在は2020年の東京
オリンピック・パラリンピックに向けて、
政府がスポーツを盛り上げるべくSport 

for Tomorrow（SFT）*を推進していること
もあり、広くスポーツ分野への支援に積
極的に取り組んでいます。具体的には、
体操（器材整備、設置）、卓球（卓球

場改修、卓球台の整備）、サッカー（サッ
カー場の改修）、野球（グラウンド、フェ
ンス、散水設備の整備）、ウエイトリフ
ティング（器材整備）などでの支援が行
われてきています。
　スポーツ分野への支援は、二国間交
流、相互理解、さらにはスポーツによる
健全な青少年育成、地域によっては民
族間の融和といった社会的な効果が高
く、とても有意義であると考えます。
　文化無償資金協力は、施設もしくは

器材といったハード面への支援に限ら
れているので、国際交流基金の巡回指
導や青年海外協力隊（JOCV）、日本の
各種スポーツ競技団体からの指導者派
遣といった技術指導などをうまく組み合
わせ、ハード面とソフト面を有機的に連
携させることで相乗効果を生むような支
援を心がけています。

　たとえば、コロンビアでは国民の生活
の質の向上のためにスポーツの普及・
強化に取り組んでいますが、施設を整
備する予算が限られています。そこで
2015年、首都ボゴダでの「カジェタノ・

カニサレス体操体育館器材整備計画」
（650万円）を実施し、老朽化した床をス
プリング式の床に新調しました。体育館
で体操の練習をしていた約500人の選
手や体操教室の生徒たちは「けがの心

配なく、難しい技に挑
戦できる」と練習に励
んで技術が向上してい
ます。その結果国際大
会で活躍し、「夢は東
京オリンピック。出場で
きるようにがんばりた
い」という選手も現れ
ています。
　コスタリカでは、オリ
ンピック委員会による
卓球、体操、ボクシン

グなどの器材の整備を支援しました。卓
球では、卓球台の整備に加え青年海
外協力隊の派遣、コスタリカ選手の日
本での強化合宿への招待など、ハードと
ソフトの連携を行い、交流の輪を広げて
います。
　また、中央アジアのアゼルバイジャン
では、老朽化したスポーツセンターの改
修に資金を供与しました。現在は柔道、
空手、ウエイトリフティングなどができるよ
うになり、利用者は改修前の2倍以上
に増えています。スポーツセンターのあ
る、アゼルバイジャン第2の都市ギャン
ジャ市には在留邦人はいませんが、日
本大使館主催の柔道大会をスポーツセ
ンターで開催していて、柔道を通して日
本を知ってもらう機会になっています。

　2016年、ギャビン・モホパ選手は南部アフリカ
のボツワナから初めて柔道選手としてリオデジャネ
イロ・オリンピックに出場しました。残念ながら初戦
で敗退しましたが、モホパ選手のオリンピック出場
はボツワナ柔道界において歴史的な出来事となり
ました。
　人口約220万人のボツワナの柔道競技人口
は、現在約800人。数年前には数十人程度だっ
た競技人口はここ数年で急激に増加し、柔道は
人気スポーツの一つになりつつあります。その背
景にはこれまでの青年海外協力隊の活動、なか
でも故・井坪圭祐隊員（2014年に不慮の事故で
逝去）による献身的な活動、NPO柔道教育ソリダ
リティー、講道館、東海大学などによる技術指導

および普及支援がありました。
　一方、ボツワナには柔道場がないため、国立競
技場観客席下の狭く薄暗いスペースに畳を敷い
て練習し、国内大会を開催するために小学校など
の公共施設に畳を運び込むなど、柔道場がないこ
とが柔道の効果的な普及および発展に大きな障
害となっていました。
　そこで日本政府は2016年度の草の根文化無
償資金協力で柔道場の建設を支援し、柔道場
「井坪先生記念道場」が完成しました。道場では
これまでの逆境を跳ね返すように、ボツワナの柔
道選手が日々練習に励み、また各種国際・国内
大会なども開催されて、ボツワナの柔道の発展に
大きく貢献しています。井坪隊員の指導を受けた

モホパ選手は「柔道場の完成により練習環境が
向上した。ここで練習を積んで、井坪先生と日本へ
の恩返しとして東京オリンピックに出場したい」と
意気込んでいます。 （在ボツワナ日本国大使館）

A1

A2

A3

Q1Q3

Q2

From Botswana テーマ
スポーツ分野への
文化無償資金協力

完成した柔道場で組み手を行うモホパ選手（左）。相
手は故・井坪隊員の大学の同級生だった、リオデジャ
ネイロ金メダリストの田知本遥さん

自国の文化・スポーツを振興したいけれど資金的に難しい国を支援。1
資金協力は、文化・スポーツ振興のための設備や機材の整備に限定。2
スポーツ支援は、二国間交流、相互理解、さらには健全な青少年育成、
民族間の融和といった社会的な効果が高い。3

POINT
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民
族
の
色

手
仕
事
で
紡
ぐ
、 ナムルー村で行われていた藍染めの乾燥作業。この村に住むレンテン族の人びとは、染めと乾燥をくり返して深い藍色に染め上げる 30June 2018
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レンテン族の女性は、綿から糸をテンポよく紡いでいく。
綿は4月に焼畑をして種をまき、9月に摘み取るという

優しい色合いが美しい、黒タイ族の人びとが染めた絹糸。
すべて草木などの天然の染料が使われている

バナナの葉を担いで山から降りてきたレンテン族の女性。
レンテン族の人びとは川のそばに住み、焼畑をして暮らす

山を歩くレンテン族の人び
とにとって鉈は欠かせな
い道具だ。男性は鞘に入
れて、女性はそのまま持ち
歩くのが伝統だという

壊れた車の部品を使って鉈を作るレンテン族の男性。
鉈の形は、男用はまっすぐで、女用は先が曲がっている

滞在中に葬儀があり、集まった親族や村人たちには
ご飯や牛ひき肉と香草を和えたラープなどの料理が振る舞われた

アカ族の人びとが焼畑耕作をして暮らすナムヤーン村。
ルアンナムターから車で1時間ほどの山間にある

ナムルー村では、手仕事のかたわら、孫とのんびり過ごすおばあさんやおじいさんの姿をよく見かけた

レンテン族の人びとが行う「生まれ変わりの儀礼」のひとこま。
日本のナマハゲにも似たキャラクターが登場する

33  June 2018 32June 2018



藍染の伝統を守るレンテン族の人びと。
その担い手である女性の手はみな青く染まっていた　

ラ
オ
ス
北
部
、
中
国
国
境
に
近
い
町
ル
ア
ン
ナ

ム
タ
ー
。
こ
の
町
の
魅
力
は
、
少
数
民
族
の
素
朴

な
暮
ら
し
と
優
れ
た
手
仕
事
が
見
ら
れ
る
こ
と
だ
。

　

中
で
も
ユ
ニ
ー
ク
な
の
が
レ
ン
テ
ン
族
の
人
び

と
だ
。
郊
外
に
あ
る
彼
ら
の
住
む
ナ
ム
ル
ー
村
を

訪
ね
る
と
、
成
人
式
に
当
た
る
「
生
ま
れ
変
わ
り

の
儀
礼
」
が
盛
り
上
が
り
を
み
せ
て
い
た
。

　

民
家
の
中
に
は
、
竹
で
漉す

い
た
紙
が
大
量
に
飾

ら
れ
た
祭
壇
が
あ
っ
た
。
祭
壇
の
前
で
は
鬼
の
よ

う
な
面
を
か
ぶ
っ
た
男
が
踊
っ
て
い
る
。
そ
の
姿

は
ど
こ
か
ナ
マ
ハ
ゲ
に
も
似
て
お
り
、
親
近
感
の

湧
く
光
景
だ
。
彼
ら
の
ル
ー
ツ
は
中
国
に
あ
る
と

い
わ
れ
、
祭
壇
の
紙
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
漢
字
が
書

か
れ
て
い
た
。
竹
紙
は
彼
ら
が
守
る
伝
統
的
な
手

仕
事
で
、
儀
礼
に
は
欠
か
せ
な
い
も
の
だ
と
い
う
。

　

さ
ら
に
目
を
奪
わ
れ
る
の
が
、
彼
ら
の
伝
統
衣

装
だ
。
私
が
初
め
て
訪
れ
た
2
0
0
0
年
に
こ
の

深
い
藍
色
を
目
に
し
た
時
か
ら
、
忘
れ
ら
れ
な
い

ほ
ど
印
象
に
残
っ
て
い
る
。
彼
ら
は
自
ら
綿
を
育

て
、
糸
を
紡
ぎ
、
布
を
織
り
、
そ
し
て
藍
で
何
度

も
染
め
る
と
い
う
。
染
め
上
が
っ
た
布
は
、
母
親

が
丹
精
込
め
て
家
族
の
た
め
の
伝
統
衣
装
に
仕
立

て
る
。

　

ル
ア
ン
ナ
ム
タ
ー
に
長
年
住
み
、
彼
ら
の
作
品

を
日
本
に
紹
介
し
て
い
る
谷
由
起
子
さ
ん
に
よ
れ

ば
、「
彼
ら
の
布
は
、
経た

て

糸い
と

が
１
セ
ン
チ
に
18
本

も
あ
り
ま
す
。
こ
ん
な
に
織
り
の
密
度
を
出
せ
る

人
た
ち
は
、
ほ
か
に
そ
う
は
い
ま
せ
ん
」
と
、
レ

ン
テ
ン
族
の
ず
ば
抜
け
た
技
術
を
評
価
す
る
。

　

谷
さ
ん
の
案
内
で
、
黒
タ
イ
族
の
人
び
と
が
住

む
プ
ン
村
を
訪
ね
た
。
彼
ら
は
民
族
集
団
が
生
ま

れ
た
の
と
同
じ
時
か
ら
機
織
り
が
あ
る
と
話
す
ほ

雲
南
ナ
ン
バ
ー
の
大
型
ト
ラ
ッ
ク
が
行
き
交
う
よ

う
に
な
っ
た
。

　

中
国
企
業
も
続
々
と
進
出
し
、
大
規
模
な
ゴ
ム

園
や
バ
ナ
ナ
園
な
ど
を
造
っ
た
。
特
に
ゴ
ム
園
は
、

ル
ア
ン
ナ
ム
タ
ー
郊
外
に
多
く
広
が
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
変
化
に
伴
い
、
自
給
自
足
の
暮
ら
し

を
し
て
き
た
少
数
民
族
の
人
た
ち
は
ゴ
ム
園
や
バ

ナ
ナ
園
な
ど
へ
働
き
に
出
て
、
現
金
収
入
を
得
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
バ
ナ
ナ
園
で
は
大
量
の
農

薬
を
使
う
た
め
体
調
を
崩
し
て
帰
っ
て
く
る
人
も

多
い
そ
う
だ
が
、
こ
の
流
れ
は
止
め
よ
う
が
な
い

と
い
う
。

　

そ
し
て
「
一
度
出
稼
ぎ
に
出
た
女
性
は
民
族
衣

装
を
着
な
く
な
る
」
と
谷
さ
ん
は
言
う
。
確
か
に
、

レ
ン
テ
ン
の
村
で
も
今
風
の
洋
服
を
着
た
女
性
が

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
長
年
こ
の
土
地

で
育
ま
れ
て
き
た
手
仕
事
も
、
い
ず
れ
な
く
な
っ

て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
谷
さ
ん
は
考
え
て
い
る
。

　

16
年
の
末
か
ら
は
、
国
境
の
町
ボ
ー
テ
ン
か
ら

首
都
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン
ま
で
の
約
4
2
0
キ
ロ
を
結

ぶ
高
速
縦
貫
鉄
道
の
建
設
も
始
ま
り
、
21
年
に
は

完
成
の
予
定
だ
。
鉄
道
が
通
れ
ば
、
中
国
資
本
の

流
入
は
さ
ら
に
加
速
し
、
観
光
産
業
や
交
易
活
動

は
活
発
に
な
る
。
少
数
民
族
の
暮
ら
し
も
、
さ
ら

に
変
化
し
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。

ど
、
機
織
り
と
縁
が
深
い
と
い
う
。

　

村
で
は
黄
色
い
糸
を
出
す
在
来
種
の
蚕か

い
こ
を
育
て

て
い
た
。
黄
金
色
に
も
見
え
る
美
し
い
光
沢
の
糸

だ
。
中
で
も
4
月
中
旬
に
と
れ
る
「
春
の
糸
」
が

一
番
良
い
と
い
う
。
彼
ら
は
、
こ
の
糸
を
草
木
な

ど
の
天
然
染
料
で
染
め
て
布
を
織
る
。
手
間
は
か

か
る
が
、
優
し
く
柔
ら
か
な
風
合
い
は
ほ
か
で
は

出
せ
な
い
も
の
だ
。
村
で
民
族
衣
装
を
着
る
人
は

減
っ
た
が
、
機
織
り
の
伝
統
は
脈
々
と
受
け
継
が

れ
て
い
た
。

　

山
間
に
あ
る
ア
カ
族
の
人
び
と
が
住
む
ナ
ム

ヤ
ー
ン
村
に
も
足
を
延
ば
し
た
。
04
年
に
訪
ね
た

時
は
ま
だ
電
気
が
な
く
、
皆
が
ろ
う
そ
く
で
暮
ら

し
て
い
た
。
既
婚
の
女
性
は
胸
を
出
し
て
い
る
の

も
印
象
的
だ
っ
た
。
当
時
は
ア
ヘ
ン
を
吸
っ
て
い

る
老
人
も
普
通
に
い
た
が
、
今
は
見
当
た
ら
な
い
。

　

そ
れ
で
も
年
配
の
女
性
は
、
銀
の
ア
ク
セ
サ

リ
ー
を
施
し
た
伝
統
的
な
帽
子
を
か
ぶ
り
、
軒
先

で
手
の
込
ん
だ
刺
繡
を
す
る
姿
が
あ
っ
た
。
男
性

も
ほ
う
き
や
籠
作
り
の
ほ
か
簡
単
な
鍛
冶
仕
事
な

ど
を
行
っ
て
お
り
、
手
仕
事
は
健
在
だ
っ
た
。

　

昔
な
が
ら
の
手
仕
事
が
残
る
一
方
で
、
谷
さ
ん

に
よ
る
と
、
こ
こ
数
年
で
少
数
民
族
の
暮
ら
し
が

大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
る
と
い
う
。

　

背
景
に
あ
る
の
は
国
境
を
越
え
て
進
出
す
る
中

国
の
存
在
だ
。
ル
ア
ン
ナ
ム
タ
ー
は
、
中
国
と
ラ

オ
ス
を
結
ぶ
主
要
な
交
易
ル
ー
ト
上
に
あ
り
、
中

国
は
着
々
と
高
速
道
路
を
整
備
し
て
き
た
。
現
在

で
は
中
国
南
部
・
雲
南
省
の
昆こ

ん

明め
い

か
ら
、
ラ
オ
ス

の
首
都
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン
ま
で
道
路
が
整
備
さ
れ
、

直
通
の
高
速
バ
ス
も
運
行
さ
れ
て
い
る
。
ル
ア
ン

ナ
ム
タ
ー
で
も
片
側
2
車
線
の
道
路
が
整
備
さ
れ
、

堀
内
孝（
ほ
り
う
ち
た
か
し
）

1
9
6
3
年
、宮
城
県
生
ま
れ
。P
P
S
通
信
社
を
経
て
フ
リ
ー
の
写

真
家
に
な
る
。90
年
よ
り
ア
フ
リ
カ
の
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
を
訪
れ
、人
び
と

の
暮
ら
し
や
独
自
の
進
化
を
遂
げ
た
動
植
物
を
徹
底
取
材
。97
年
か
ら

は
ベ
ト
ナ
ム
、ラ
オ
ス
、タ
イ
な
ど
の
東
南
ア
ジ
ア
に
も
フ
ィ
ー
ル
ド
を
広

げ
、少
数
民
族
の
暮
ら
し
と
手
仕
事
を
撮
影
し
て
い
る
。著
書
に『
マ
ダ

ガ
ス
カ
ル
へ
写
真
を
撮
り
に
行
く
』な
ど
。

ラオス

左から:昔ながらの良質な材料でほうきを作るアカ族の男性。値段は1本8,000キープ（約100円）ほどだという。／銀の装飾を施
した伝統的な帽子をかぶるアカ族の女性。昔は大勢見かけたが、現在は年配者に限られるようになってきた。／村を歩いている
と、アカ族の女性が針仕事をする姿を見かけた。優れた刺繡は若い世代にも引き継がれているようだ。／レンテン族の先祖は中
国から来たといわれる。儀礼では、長老が竹で漉いた紙につぎつぎと漢文を書き出していた
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もっと 地球ギャラリー

京都で味わう
ラオスのソウルフード

京 都のラオス料理店「YuLaLa」で
は、オーナーの岡田尚也さん・綾

さん夫妻が10年間のラオス生活で身に
つけた本場の味を楽しめる。上の写真の
「ソムムー」は「ラオスらしいものを」と
の要望に応えて出してくれた一品。酒
の肴やおやつに、ラオス人がこよなく愛
する国民的な料理だ。「生の豚肉をもち
米やニンニクなどの具材と混ぜ合わせ
て乳酸発酵させています」との説明に少
し腰が引けるが、口に運んでみると、発
酵の旨味と酸味に豚皮のコリコリとした
食感がマッチしていてとてもおいしい。

現地では川魚で作った「ソムパー」とい
う“なれ鮨”もよく食べられるという。
「アジアを旅してきた日本人がラオス料
理を食べると、みんな『ホッとする』『懐
かしい』って言うんですよ」と尚也さん。
海がなく、国土の多くを山が占めるラオ
スの料理は、山川の豊富な食材と多彩
な発酵調味料を用いた素朴な味わいが
特徴だ。素材の味を生かしたその料理
はどこか日本食にも通じる。今年はラオ
スが国を挙げて観光に注力する「ビジッ
ト・ラオス・イヤー」。まずは京都の“小さ
なラオス”へ足を運んでみてはいかが。

ライスヌードルのスープ「カオソーイ」。「トゥアナオ」と呼ばれる
ラオス版“塩納豆”をベースにした肉味噌がポイント

Yulalaの料理はくせの強い食材は控えめで、ラオス料理に馴染みがない人でも安心。現地の味のリクエストもできる

YuLaLa
京都府京都市下京区万里小路町163

エトワール四条1F 柳馬場通仏光寺下ル
営業時間：月～金 12:00～14:30（ランチ要予約）、

17:00～23:00
土・日・祝  15:00～23:00

TEL：080-6214-2546

写真・文⃝大谷徹（編集部）

日本で発見！

「当店でラオス料理に興味を持った
ら、ぜひ現地にも足を運んでください」
と岡田さん夫妻。まずは京都へ行こう

ラオスの国民的ラガービール
「ビアラオ」。軽い口あたりで
ソムムーとの相性もぴったり

セープラーイ

とってもおいしい！
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イチオシ！
新着 情 報

会場：東京都写真美術館（東京都目黒区）
会期：6月9日（土）～8月5日（日）月曜休館、ただし7月16日開館、翌17日休館
TEL：03-3280-0099　http://www.asahi.com/event/wpph/
＊そのほかに大阪、大分、京都、滋賀を巡回予定

ジョン・サックレー 著
ライツ社

3,024円（税込）

© 2016, Made To Stray Film, llc
　All Rights Reserved.

原田一宏 著
くもん出版

1,512円（税込）

2016年／アメリカ／88分／英語
監督：ナタリー・ジョンズ
出演：タレント・ビエラ、トニー・ホーク
ほか
公開：6月29日（金）より、ヒューマントラ
ストシネマ渋谷ほかで全国順次公開
http://www.laidback.co.jp/

累計約400万人が訪れた世界最大級の写真展が今年も開催され
る。本展は2017年に世界各地で撮影されたドキュメンタリー・報
道写真を対象としたコンテストで、1年をかけて世界中の会場を巡
回する。61回目を迎える今回は125の国と地域から7万点以上の
応募があり、42人の作品が入賞した。大賞に選ばれたのは、ロナ
ルド・シュミットの「ベネズエラ危機」。首都カラカスでニコラス・マ
ドゥロ大統領への抗議デモに参加した若者が、機動隊との衝突
により炎に包まれた瞬間をとらえた。コンテストは「現代社会の問
題」「人々」「スポーツ」「環境」など全 8部門。現実を克明にとら
えた作品から、世界の今が見えてくる。

2010年、フランス人写真家のジョン・サックレーは、80 ～90年
代生まれの若者をベッドルームの天井から撮影する「My Room 
Project」を開始。インターネットなどを通じて世界中から協力者を呼
びかけ、その後6年間で世界最貧国と呼ばれる国々から日本を含
む先進国まで、55か国、1,200人の部屋を撮影した。プロジェクトは
2017年に84人の部屋とインタビューを収録してフランスで書籍化
され、本書はその邦訳となる。カメラに向けられた眼差しはみな若者
らしい生気に満ちていて、その表情はどこか似ている。しかしそれぞ
れのページとページの間には、富や秩序やジェンダーの確かな差異
が横たわる。世界は広く、そして多様な人生があることに気づかせ
てくれる“世代の肖像”だ。

世界で1日に消費されるコーヒーの量は約25億杯。年間生産量は
950万トンにのぼり、貿易規模は石油に次いで大きい。そして日本
は、アメリカ、ドイツに次ぐ世界第3位のコーヒー輸入国だ。私たち
がふだんなにげなく親しんでいるコーヒーの背景には、途上国の貧
困や熱帯林の伐採など、さまざまな問題が潜んでいるという。コー
ヒーと熱帯林の関わりを研究している著者は東南アジアの農園に
何度も足を運び、そこで働く人々の暮らしや熱帯林を守る人々の取
り組みを聞き取ってきた。森が切り開かれ、換金できる作物が植え
られる一方で、樹木を植えて森の中でコーヒーを栽培する人々や、
農家が公平な取引をできる
ように活動している人々が
いる。実際に現地で起こっ
ていることを知り、世界との
つながりを考え直す1冊。

タレント・ビエラが南アフリカ・ダーバンの路上で生活するようになっ
たのは9歳の頃。暴力的な養父から逃れるためだった。まともな教育
を受けていない彼は、18歳になっても読み書きすらできない。路上生
活から抜け出せる見込みは到底なかった。そんな彼にとって、8歳の
ときに出合ったスケートボードは自己表現の手段であり、路上で暮ら
す彼の誇りを保たせてくれる唯一のものだった。ある時、彼の並々な
らぬ才能を目にしたアメリカのプロスケーターが援助を申し出る。た
だし、自分でアメリカに来ることができるならという条件付きで……。
南アフリカの路上からカリフォルニアへ、自身を取り巻く環境から抜
け出すための闘いに身を投じた少年の姿を追うドキュメンタリー。

MOVIE

『My Room 天井から覗く世界のリアル』 『コーヒー豆を追いかけて』

『アイ・アム・タレント』

世界の“違い”を俯瞰する
渾身のドキュメンタリー

1杯のコーヒーに
グローバルな課題あり

スケートボードに導かれた、ストリートチルドレンの闘い

世界報道写真大賞
「スポットニュースの部 単写真」
ロナルド・シュミット
（ベネズエラ、AFP通信、2017年5月3日）

BOOK BOOK

この本を
1名様にプレゼント

▼
詳細はp.38へ

EXHIBITION

『世界報道写真展2018』
記録された瞬間  記憶される永遠

チケットを
5組10名様に
プレゼント

▼
詳細はp.38へ
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﹇
3
月
号
「
南
部
ア
フ
リ
カ
」
を
読
ん
で
﹈

■
あ
ま
り
知
ら
な
か
っ
た
南
部
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
G
D
P
や
資

源
な
ど
を
紹
介
し
た
概
要
が
あ
り
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
南
ア
フ

リ
カ
共
和
国
で
金
や
プ
ラ
チ
ナ
が
産
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
知
っ

て
い
ま
し
た
が
、
ザ
ン
ビ
ア
の
豊
富
な
原
石
の
加
工
に
甲
府
市
の

企
業
が
新
た
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
る
こ
と
に

感
心
し
ま
し
た
。
今
後
の
展
開
を
注
視
し
た
い
で
す
。

 

（
神
奈
川
県
／
80
代
／
男
性
）

■
ア
フ
リ
カ
は
貧
し
い
国
々
が
多
い
な
ど
の
「
負
」
の
イ
メ
ー
ジ

が
あ
り
ま
し
た
が
、
特
集
を
読
ん
で
「
未
来
」
が
た
く
さ
ん
あ
る

と
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。
若
者
の
就
職
の
こ
と
、
健
康
の
こ
と
な

ど
、「
今
」
の
ア
フ
リ
カ
を
ぜ
ひ
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
こ
か

ら
ま
た
学
ぶ
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。

 

（
福
岡
県
／
60
代
／
女
性
）

■
ア
フ
リ
カ
の
地
域
特
性
を
生
か
し
た
観
光
は
、
日
本
の
地
域
活

性
化
と
つ
な
が
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。
お
た
が
い
の

取
り
組
み
を
リ
ン
ク
さ
せ
て
い
く
こ
と
で
、
ウ
ィ
ン
ー
ウ
ィ
ン
の

関
係
を
築
け
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

 

（
和
歌
山
県
／
30
代
／
男
性
）

﹇
4
月
号
「
教
育
と
開
発
」
を
読
ん
で
﹈

■
J
I
C
A
の
協
力
で
作
ら
れ
た
教
科
書
や
教
員
の
指
導
書
な

ど
が
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
教
育
の
発
展
を
促
し
、
日
本
と
の
つ
な
が
り

が
強
く
な
っ
て
く
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
教
育
は
私
た
ち
の
心
を

ど
れ
ほ
ど
豊
か
に
し
て
く
れ
る
か
計
り
知
れ
ま
せ
ん
し
、
人
格
形

成
に
必
要
な
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
日
本
で
暗
記
中
心
型
の
教
育

を
受
け
て
き
た
私
に
は
、
今
の
子
ど
も
た
ち
は
恵
ま
れ
た
環
境
に

あ
る
と
思
い
ま
し
た
。 

（
愛
知
県
／
30
代
／
女
性
）

■
子
ど
も
が
青
年
海
外
協
力
隊
で
ケ
ニ
ア
に
行
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
に
つ
ら
れ
て
こ
の
冊
子
に
も
目
が
向
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

世
界
は
広
い
、
日
本
の
中
に
ば
か
り
い
て
は
ダ
メ
だ
…
…
と
思
う

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
自
分
に
何
が
で
き
る
か
を
考
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。 

（
静
岡
県
／
60
代
／
女
性
）

申込方法
巻末の払込取扱票に、氏名・住所・電
話番号・ご希望の送付期間・送付開始
月号を明記の上、指定の金額（送料＋
手数料）を郵便局でお支払いください。
入金の確認後、発送の手配をいたしま
す。入金から1週間程度かかることもあ
りますのでご了承ください。
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② 書籍『コーヒー豆を追いかけて』1名様（p.37参照）
③『世界報道写真展2018』のチケット5組10名様（p.37参照）
　＊東京での会期は8月5日（日）まで。

② ③

＊複数冊、またはバックナンバーをご希望の方は送料が異なりますので、
　下記までお問い合わせください。

申込先：株式会社 木楽舎　編集企画室（発送代行）
住所：〒104-0044　東京都中央区明石町11-15 ミキジ明石町ビル6F
TEL：03-3524-9572　FAX：03-3524-9675
Eメール：ML_JICAPR@jica.go.jp

『mundi』を毎号
お手元にお届けします

定期送本のご案内
本誌へのご意見・ご感想や
JICAへのご質問をお寄せください。

◎応募締め切り：2018年7月15日

世界全体の旅行者数が年々増加を続けるなか、途上国を支える新たな
柱として注目されているのが、現地に住む人たちの所得の向上や産業の
育成につながる観光です。環境保護や伝統産品の商品化、インフラの
整備など、人 を々豊かにする持続可能な観光地づくりと、それに協力する
JICAの取り組みを紹介します。

次号予告（2018年7月1日発行予定）
7月号  特集 観光と開発

『mundi』バックナンバーはJICAホームページでご覧ください

http://www.jica.go.jp/publication/mundi

プレゼント
付き！

読
者
の
声

①

アンケートのお願い

本誌5月号 p.16-17に掲載した国旗に誤表示がありました。正しくは下の通りです。
読者、関係者の皆さまにお詫び申し上げ、ここに訂正いたします。

ニジェールコンゴ民主共和国ナイジェリア
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ェアトレード商品のセレクトショッ
プ「Love&sense」を運営する「福
市」の高津玉枝さんは考えてい

た。途上国で生産されたものを適正な価
格で取り引きすることで、生産者の生活向
上を持続的に支えるフェアトレードをより多
くの人に知ってもらうにはどうしたらいいの
だろうかと。そこで思いついたのがTシャツ。
「誰もが気軽に着られ、トレンドや好みに左
右されにくい。フェアトレード認証コットンで
作れば、もっと知ってもらえるのではと思い
ました」。そこから生まれたのが、Marucoシ
リーズのTシャツだ。
　使っているコットンはインドの農家が生産
したもので、途上国の生産現場にありがち
な低賃金での労働や児童労働、環境汚
染などを行っていないことが認められてい
る。輸出入、加工、製造工程、販売でも厳
しい国際認証基準をクリアしたものだ。
　さらに、より多くの人に着てもらうために
はデザインの力が必要だと考えた高津さん
は、ものとして美しく、そして着る人も美しく
見せる洋 服を作る「SI-HIRAI / si-si-si 

comfort」の平井さん夫妻にデザインを依
頼した。以前からフェアトレードが気になっ
ていたふたりは「ファッションの裏側にある
問題をあらためて直視しショックでしたが、
私たちのデザインの力で、すこしでも世の
中を変えることに役立てればと思っていま
す」と快諾してくれた。
　そして出来上がったのがMarucoシリー
ズのTシャツ。個性的で、着心地がよく、し
かも社会貢献につながっている。あなたの
クローゼットに1枚いかが？

フ

フェアトレード基準を守っているインドの綿花畑。こ
こで育った綿が糸になり、日本でTシャツとして販売
される

商品の購入はLove&senseのHPまで▶https://www.love-sense.jp

T
シ
ャ
ツ
で

伝
え
る

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド

文
⃝
久
島
玲
子（
編
集
部
）

MONO語り
Vol.116  インド

ゆったりとしたシルエット、すっきりとしたネックライン、お尻がすっぽりと隠れる長さ……。着る人の体型に合わせて美
しくシルエットが変化する個性的なデザイン。8,424円（税込）

インド
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　NPO法人「ハート・オブ・ゴールド」は
「スポーツを通じて国境、人種、ハンディ
キャップを超えて希望と勇気の共有を実
現すること」を目指して1998年に発足し
ました。当時、スポーツを通じた社会貢
献活動はあまり例がありませんでした。
　スポーツはおたがいをリスペクトでき、
コミュニケーションの手段としてとても効
果的です。その一方でスポーツは、途上
国の人々にとって生活に直結するもの
ではありません。カンボジアで活動を始
めて間もない頃は、「それをしたら、何をく
れるの？」という反応でしたね。スポーツ
を純粋に楽しむことは、実はとても贅沢
なことだと実感しました。
　そのような背景もあり、初めはチャリ
ティマラソンの実施と同時に、物資の
援助なども行いました。モノを届けたり、
学校の校舎を建てたりと、ハード面の支
援は目に見える成果があります。でも、
学校の校舎を建てたら、子どもたちを教

える教員が必要ですよね。大切なのは
人材を育てること─ソフト面の支援が、
自立のために本当に必要なことだと気
づきました。
　そのために、国の指針となる「学習
指導要領」と「指導書」の作成と普及
に取り組みました。現在では「体育の授
業」をしている学校が増えてきています。
体育だけでなく保健の授業も大切です。
スポーツを通して「豊かな心と健やかな
体」づくりに貢献したいと願っています。
　私たちは単なる「支援団体」ではなく、

「パートナー」として関わっていければ理
想的ですね。ソフト面の支援で、教員や
マラソン大会の運営スタッフなど、人材も
育ってきました。私たちが始めたチャリティ
マラソンも、今ではノウハウを受け継いだ
現地スタッフが運営を行っています。長く
継続した支援が求められていることを感じ
ていますが、途上国の人々が自分たちの
問題を、自分たちの力で解決できるように

ならなくては。だって、彼らの国ですから！
　活動する上で私がいつも考えている
のは、「支援団体は、組織自体の継続
ではなく、問題解決を目標にする」こと
です。極端な言い方をすれば、自分たち
が必要なくなり、団体を解散することが
最終目標なのです。活動の「引き際」
を見極めるのはとても難しいことですが、
「何に困っているの?」ではなく、「何が
できるの?」というアプローチで彼らに足
りない部分を補いながら、途上国の人々
をサポートしていきたいと思っています。

カンボジアでの活動を体験できる「ハー
ト・オブ・ゴールド スタディツアー」の様
子。カンボジアのニューチャイルドケア
センターで子どもたちと交流したり、歯磨
き指導などを行う医師の補助ボランティ
アを行ったり、希望すればアンコールワッ
ト国際ハーフマラソンにも参加すること
が可能。一般も参加可能なツアー募集
も行っている。お申し込み・詳細はwww.
hofg.orgまで。

写真提供 ： ハート・オブ・ゴールド

「パートナー」として見守ること
元マラソン選手、ハート・オブ・ゴールド 代表理事 有森裕子

ARIMORI Yu ko

「なんとかしなきゃ！ プロジェクト」は、
開発途上国の現状について知り、
一人一人ができる国際協力を推進
していく市民参加型プロジェクトで
す。ウェブサイトやSNSを通じて、さま
ざまな国際協力の情報を発信してい
きます。

なんとかしなきゃ

vol.92

PROFILE
ありもりゆうこ
1966年、岡山県生まれ。オリンピック女子マラソンでは、
バルセロナで銀メダル、アトランタで銅メダルを獲得。
98年にNPO法人「ハート・オブ・ゴールド」を設立し、代
表理事に就任。2002年、アスリートのマネジメント会社
RIGHTS.設立。国際陸連女性委員会委員、国連人口
基金親善大使、社会貢献支援財団評議員等を歴任。
国際オリンピック委員会女性スポーツ賞を日本人として
初めて受賞。カンボジア王国ノロドム・シハモニ国王より
ロイヤル・モニサラポン勲章大十字を受章。現在は、ス
ペシャルオリンピックス日本理事長も務めている。




